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悪化する難民情勢の中、活動の原点を固守

2006年度会計報告

黄金色の麦畑に映える用水路に感動

農業言十画報告 地域農家に試験成果を普及する段階へ

四度目の夏、四度目の水路改修

アフガンの「ムーミン」

英語力のある新人技師に期待しています

パシャイー語も徐々に習得

砂漠だった四年前が想像できない光景でした

用水路よ、永遠に！

ワーカー OB報告④現地での経験を地域医療に生かしています

表紙絵 バンデイアミール湖（画・甲斐大策）

中村哲

ペシャワール会事務局

後藤哲也

伊藤和也・進藤陽一郎・高橋修

鬼木稔

近藤真一

坂尾美知子

竹内英允

野田智子

藤野洋子

小林晃

ベシャワール会は、1983年9月、中村医師のバキスタンでの医療活動を支援する目的で結成されました。
彼の活動を支援するとともに、アジアの人々についての理解を深めていきたいと願っていま9o
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創け項眠情勢ヴ巾、活蘭晴原点を屑守
I品酎予Lla’屈丑ヱ』四が'z1叶'’

2 0 0 3年3月に着工した全長13キロメートルの用水路は、 20 0 7年4月、 4年の歳月をかけ

て第 1 期工事を完了した。•••重要な点は、建設の主力が周辺農民であったことである。 4 年間で
のべ38万人が働き、 600トンのワイヤーで蛇龍 1万6000個を生産・使用したのも彼らであった。水

路が必要とされる限り、現地で改修できるのは彼ら自身である。•••これが可能になったのは、過

去3年をかけて培ってきた現地・日本人職貝たちの実戦的経険、作業員であった周辺農民の労働

カの質の向上、そしてこれを物心共に支え続けてきた日本側の並々ならぬ努力である。

PMS （ペシャワール会ジャパン・医療サービス）総院長 中村 哲

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
現
地
活
動
は
、
今
年
六
月
を

以
て
、
二
四
年
目
に
入
っ
た
。
毎
年
、
報
告
書
を
書

こ
う
と
す
れ
ば
、
「
激
動
」
．
だ
の
、
「
流
動
的
情
勢
」

だ
の
と
い
う
表
現
が
や
た
ら
に
多
い
。
気
が
つ
く
と
、

動
い
て
い
た
の
は
周
り
の
方
で
、
私
た
ち
が
努
力
し

て
き
た
の
は
、
い
つ
も
出
発
点
に
帰
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
換
言
す
れ
ば
、
時
代
遅
れ
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
だ
。
ま
た
、
国
際
的
で
も
な
い
。
知
る
の
は
九
州

と
ア
フ
ガ
ン
東
部
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
難
儀
し

こ
っ
と
う

て
い
る
の
だ
か
ら
、
優
れ
て
地
域
的
な
骨
董
品
だ
と

云
え
る
。
こ
の
四
年
間
、
用
水
路
工
事
で
河
と
の
戦

い
を
通
じ
て
、
特
に
そ
う
思
っ
た
。

だ
が
骨
甑
品
と
い
え
ど
も
、
バ
カ
に
は
で
き
な
い
。

日
本
の
古
い
水
利
施
設
を
見
て
い
る
と
、
過
去
は
現

在
を
知
る
無
尽
蔵
の
宝
庫
で
あ
る
。
真
似
て
良
く
な

い
た
ず
ら

い
こ
と
も
あ
る
が
、
徒
に
進
歩
や
改
革
を
繰
り
返

し
て
失
う
こ
と
も
多
い
。
何
だ
か
目
ま
ぐ
る
し
く
な

＊
 

＊
 

皆
さ
ん
、
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。

い
つ
も
の
暑
い
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
一
年
を
ふ
り
か
え
る
と
、
随
分
と
多
く
の
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
政
情
も
、
事
業
も
、
何
か
ら
報
告
し

て
い
い
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
今
年
度
は
報
告
書
を

き
ち
ん
と
ま
と
め
る
ゆ
と
り
が
な
く
、
細
か
な
点
は

次
の
会
報
で
補
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

2
0
0
6年
度
を
振
り
返
っ
て

る
ば
か
り
で
、
本
来
私
た
ち
が
持
っ
て
い
た
寛
容
さ
、

律
儀
さ
、
自
然
と
の
同
居
の
知
恵
、
人
間
ら
し
さ
が

退
化
し
て
い
る
よ
う
に
さ
え
思
わ
れ
る
。

「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
に
拳
を
振
り
上
げ
、
殺
数
を
繰

り
返
す
こ
と
が
「
進
歩
」
だ
と
は
思
わ
な
い
。
景
気

回
復
で
貧
窟
の
差
を
増
し
、
華
美
と
精
神
の
貧
困
が

蔓
延
す
る
こ
と
が
「
改
革
」
だ
と
は
信
じ
な
い
。
こ

の
進
歩
改
革
の
妖
怪
が
、
普
遍
的
な
真
理
の
ご
と
く
、

「
世
界
の
骨
董
国
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
」
に
来
襲
し

て
多
く
の
血
を
流
し
、
人
々
を
追
い
詰
め
た
の
で
あ すっかり根づいて緑の蔭を落とす護岸の柳



3
 

ペシャワール会報 No.92 2007年6月27日

用水路の完成セレモニーで重機を操る中村医師

る。い
く
さ

戦
を
語
り
、
政
情
を
語
る
こ
と
に
も
疲
れ
て
き
た
。

時
代
の
流
れ
に
乗
る
の
は
、
な
お
さ
ら
疲
れ
る
。
変

わ
ら
ぬ
も
の
は
変
わ
ら
な
い
し
、
虚
構
は
一
時
的
に

力
を
振
る
っ
て
も
、
長
く
は
続
か
な
い
か
ら
だ
。

異
国
の
人
々
が
や
っ
て
き
て
、
改
革
を
叫
ん
で
は

血
が
流
れ
、
評
論
と
虚
偽
が
は
び
こ
り
、
そ
し
て
去

っ
て
ゆ
く
。
し
か
し
、
確
た
る
事
実
は
、
彼
ら
が
何

を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
不
明
だ
が
、
我
々
に
は

守
る
べ
き
人
間
と
し
て
の
営
み
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

敢
え
て
信
念
ら
し
き
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ

に
尽
き
る
。
私
た
ち
の
活
動
を
さ
さ
え
る
も
の
は
、

そ
れ
以
上
で
も
そ
れ
以
下
で
も
な
い
。

0
七
年
度
も
、
な
お
さ
ら
変
わ
ら
ず
、
仕
事
を
続

け
て
行
き
た
い
。

2
0
0
6
年
度
の
概
況

0
六
年
度
は
、
戦
火
の
拡
大
で
始
ま
り
、
ア
フ
ガ

ン
難
民
の
強
制
帰
還
の
動
き
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

反
政
府
勢
力
の
勢
い
は
増
し
て
お
り
、

0
七
年
六
月

現
在
、
増
強
を
続
け
る
欧
米
軍
兵
力
は
四
万
数
千
名
、

ア
フ
ガ
ン
復
興
が
始
ま
っ
た
二

0
0
二
年
の

一
万
二

千
に
比
べ
、
約
三
倍
以
上
で
あ
る
。
主
に
東
部
・
南

部
で
戦
闘
が
激
し
く
、
ク
ナ
ー
ル
、
パ
ク
テ
ィ
ア
、

パ
ク
テ
イ
カ
、
カ
ン
ダ
ハ
ル
、
ザ
ー
ブ
ル
、
ヘ
ラ
ー

ト
な
ど
の
各
県
を
併
せ
る
と
、
毎
日
数
十
名
か
ら
数

百
名
が
死
亡
し
て
い
る
。

現
在
、
我
々
に
と
っ
て
最
も
危
険
な
の
は
カ
ー
プ

ル
市
内
で
、
欧
米
軍
に
近
寄
る
の
は
危
険
で
あ
る
。

最
近
の
傾
向
は
、
欧
米
軍
お
よ
び
（
そ
の
協
力
者
と

取
ら
れ
得
る
）
諸
外
国

N
G
0
に
反
政
府
側
の
攻
撃

が
集
中
し
て
お
り
、
組
織
化
さ
れ
た
動
き
が
目
立
つ

ょ
う
に
な
っ
た
。
権
力
闘
争
だ
け
で
な
く
、
麻
薬
に

絡
む
犯
罪
、
急
激
な
欧
化
政
策
に
反
発
す
る
勢
力
、

貧
困
層
の
急
増
に
伴
う
強
盗
、
部
族
間
の
反
目
、
こ

れ
ら
が
一
体
と
な
っ
て
治
安
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど

っ
て
い
る
。

0
六
年
は
、
こ
れ
に
パ
キ
ス
タ
ン
側
の
大
き
な
動

き
が
加
わ
り
、
情
勢
が
更
に
混
沌
と
し
て
き
た
。
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
で
爆
破
事
件
が
相
次
ぐ
よ
う
に
な
り
、

国
境
で
は
ア
フ
ガ
ン
軍
と
パ
キ
ス
タ
ン
軍
が
衝
突
、

北
西
辺
境
州
全
体
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
共
に
揺

ら
い
で
い
る
。
こ
の
背
景
は
、

一
、
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
強
制
帰
還
措
置
。
パ
キ
ス

タ
ン
政
府
は
、

一
0
年
以
上
前
か
ら
進
め
て
き

た
「
帰
還
計
画
」
を
一
挙
に
実
行
、
北
西
辺
境

州
の
全
難
民
キ
ャ
ン
プ
を
閉
鎖
、
難
民
を
対
象

に
し
た
教
育
・
医
療
施
設
も
活
動
停
止
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
。
三

0

0
万
人
と
い
わ
れ
る
ア

フ
ガ
ン
難
民
の
中
で
も
、
貧
困
層
が
大
部
分
で
、

か
ん
ば
つ

二
0
0
0
年
以
降
に
発
生
し
た
大
旱
魃
で
逃
れ

た
「
出
稼
ぎ
難
民
」
が
多
い
。
帰
還
し
て
も
生

活
が
保
障
さ
れ
な
い
状
態
で
あ
る
。

二
、
そ
れ
ま
で
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
き
た
北
西
辺
境

州
「
部
族
自
治
区
」
に
、
米
軍
と
協
力
し
て
パ

キ
ス
タ
ン
国
軍
が
兵
を
進
め
、
自
治
区
住
民
が

反
旗
を
翻
し
た
こ
と
。

0
六
年
秋
、
バ
ジ
ョ
ワ

ル
で
は
、
「
テ
ロ
リ
ス
ト
攻
撃
」
と
称
す
る
米

国
に
よ
る
誤
爆
で
モ
ス
ク
が
空
爆
さ
れ
、
八
0

名
の
死
者
を
出
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
件
は
珍

し
く
な
く
な
っ
て
い
る
。

三
、
米
軍
に
協
力
す
る
政
権
に
対
し
て
、
パ
キ
ス
タ

ン
の
一
般
庶
民
に
反
感
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
。

0
六
年
に
は
政
権
の
膝
元
で
あ
る
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ

州
で
暴
動
が
あ
り
、
政
府
を
震
撼
さ
せ
た
。
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我
々
の
事
業
も
、
こ
の
動
き
に
振
り
回
さ
れ
た
。

こ
と
に
、
「
難
民
強
制
帰
還
政
策
」
が
性
急
に
進
め

ら
れ
た
余
波
を
受
け
、
「
難
民
診
療
機
関
」
と
目
さ

れ
る

P
M
S
（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
医
療
サ
ー
ビ
ス
）

基
地
病
院
も
、
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
る
可
能
性
が
出

て
き
た
。
二

0

0
七
年
四
月
、

P
M
S
の
現
地
法
人

と
し
て
の
問
題
や
医
師
・
看
設
師
の
資
格
問
題
を
問

い
た
だ
す
文
書
が
、
期
限
付
き
で
パ
キ
ス
タ
ン
政
府

か
ら
突
然
出
さ
れ
、
現
在
善
後
策
の
処
理
に
追
い
ま

く
ら
れ
て
い
る
（
詳
細
は
次
号
で
報
告
）
。

PMS本院に入院中のアフガン難民の患者さん母子（右は藤田院長代理）

先
述
の
政
情
の
変
化
を
直
接
受
け
て
、
活
動
が
や

り
に
く
く
な

っ
た
。
そ
れ
で
も
、

0
六
年
度
は

P
M

s基
地
病
院
を
中
心
に
、
ラ
シ
ュ
ト
診
療
所
、
ダ
ラ

エ
・
ヌ
ー
ル
診
療
所
で
八
七
、
四
六
七
名
（
う
ち
外

来
数
八
一
、
七
七
0
名
、
の
べ
外
傷
治
療
数
四
、
七

九
七
名
、
入
院
治
療
数
九
0

0
名
）
が
診
療
さ
れ
た

（表
2
)。
二
0

0
七
年
四
月
に
出
さ
れ
た
パ
キ
ス
タ

ン
政
府
か
ら
の
要
求
は
、
事
実
上
閉
鎖
を
要
求
す
る

医
療
事
業

06
年
度
事
業
報
告
及
び
07
年
度
の
計
画

し
か
し
、
医
療
事
業
を
除
け
ば
、
ア
フ
ガ
ン
内
の

「
緑
の
大
地
計
画
」
は
大
き
く
進
展
し
た
。
「

マ
ル
ワ

リ
ー
ド

（真
珠
）
用
水
路
」
は
第

一
期

一
三
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
工
事
を
完
了
、
第
二
期
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
着
工
が
開
始
さ
れ
た
。
井
戸
事
業
で
は
、

二
0

0

七
年
四
月
に

一
五
0

0
ケ
所
を
突
破
し
た
。
農
業
計

画
で
は
、
主
食
の
ひ
と
つ
で
あ
る
コ
メ
の
作
付
け
、

飼
料
の
改
善
な
ど
地
道
な
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

二
0

0
六
年
度
の
用
水
路
第

一
期
工
事
は
、

二
年
分
の
精
力
と
予
算
を
つ
ぎ
込
ん
で
行
わ
れ
た
総

カ
戦
で
あ
っ
た
が
、

二
0

0
七
年
度
に
起
き
得
る
大

混
乱
と
旱
魃
の
進
行
を
念
頭
に
強
行
し
た
も
の
で
あ

る
。
今
後
、
不
測
の
事
態
を
考
慮
し
な
が
ら
動
か
ざ

る
を
得
な
い
状
態
が
続
く
と
思
わ
れ
る
。

①
用
水
路
建
設

二
0

0
三
年
三
月
に
着
工
し
た
全
長
一
三
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
用
水
路
は
、

二
0

0
七
年
四
月
、
四
年
の

歳
月
を
か
け
て
第

一
期
工
事
を
完
了
し
た
。
連
続
し

て
第
二
期
六
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
工
事
に
入
り
、

早
け
れ
ば
一
年
、
遅
く
と
も
二
年
以
内
に
完
了
す
る
。

二
0

0
六
年
度
は
、
翌
年
夏
に
予
測
さ
れ
た
戦
火

の
拡
大
、

旱
魃
の
進
行
を
念
頭
に
、
強
行
軍
で
進
め

ら
れ
た
。
土
石
流
の
谷
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
渓
谷
ニ

・

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
通
過
だ
け
で
な
く
、
取
水
口
の

最
終
的
な
大
改
修
、
河
道
の
変
化
で
崩
壊
に
瀕
し
た

四
ー
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
の
湿
地
帯
処
理
、
一
・

三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
の
設
岸
と
、
三
つ
の
大
規
模

工
事
を
並
行
し
て
短
期
間
に
終
え
た
。

最
大
許
容
送
水
量
は
毎
秒
四
ー
五
ト
ン

2
．
水
源
事
業

も
の
で
、

（
一
日
約

ア
フ
ガ
ン
人
医
療
関
係
者
の
活
動
が
封
ぜ

ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
米
国
か

ら
の
圧
力
を
受
け
る
パ
キ
ス
タ
ン
の
苦
悩
が
あ
る
。

性
急
な
「
強
制
帰
還
」
、
難
民
福
祉
事
業
の
廃
止
は
、

リ
ス
ク
の
高
い
賭
け
で
あ
る
。
ア
フ
ガ
ン
政
府
に
と

っ
て
も
、
行
き
場
の
な
い
貧
困
層
を
抱
え
る
こ
と
は
、

大
き
な
爆
薬
庫
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
じ
行

政
で
も
、
北
西
辺
境
州
と
中
央
政
府
と
の
間
に
は
、

大
き
な
温
度
差
が
あ
る
。
今
後
ど
う
な
る
か
分
か
ら

な
い
が
、
困
る
の
は
患
者
た
ち
で
あ
っ
て
、
粘
り
強

く
対
処
し
て
ゆ
き
た
い
。



ペシャワール会報 No.92 2007年6月27日

五
0
万
ト
ン
）
、
今
や
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
は
虹

か
ん
が
い

接
灌
漑
地
（
沙
漠
化
か
ら
回
復
）
が
約
九
0
0
町
歩

以
上
、
冬
の
渇
水
期
に
送
水
で
き
る
既
存
の
隣
接
用

水
路
の
面
積
を
加
え
る
と
、
数
千
町
歩
に
な
る
。
多

く
の
旱
魃
難
民
が
帰
農
し
、
廃
墟
と
な
っ
た
村
々
が

復
活
し
た
。
今
後
、
第
二
期
工
事
が
進
展
す
る
に
従

い
、
直
接
灌
漑
さ
れ
る
地
域
は
飛
躍
的
に
拡
大
し
て

ゆ
く
と
思
わ
れ
る
。

用
水
路
は
大
幅
に
日
本
の
伝
統
技
術
が
取
り
入
れ

ら
れ
た
。
全
区
間
に
わ
た
っ
て
柳
枝
エ
と
蛇
籠
工
で

造
成
さ
れ
、
一
一
の
水
門
、
七
つ
の
サ
イ
フ
ォ
ン
、

水
路
沿
い
の
植
樹
が
一
―
一
万
五
千
本
、
三
つ
の
貯
水

池
を
擁
す
る
堂
々
た
る
も
の
と
な
っ
た
。
四
回
の
夏

を
経
て
、
土
石
流
、
洪
水
、
土
砂
崩
れ
に
よ
る
決
壊

に
何
回
も
遭
遇
、
工
事
の
半
分
以
上
が
「
水
路
保
護
」

に
費
や
さ
れ
、
河
と
の
戦
い
で
も
あ
っ
た
。
ニ
ン
グ

ラ
ハ
ル
州
北
部
農
村
の
守
護
神
と
し
て
長
く
機
能
す

る
だ
ろ
う
。

重
要
な
点
は
、
建
設
の
主
力
が
周
辺
農
民
で
あ
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
四
年
間
で
の
べ
三
八
万
人
が
働
き
、

じ
や
か
ご

六
0
0
ト
ン
の
ワ
イ
ヤ
ー
で
蛇
籠
一
万
六
千
個
を
生

産
・
使
用
し
た
の
も
彼
ら
で
あ
っ
た
。
水
路
が
必
要

と
さ
れ
る
限
り
、
現
地
の
彼
ら
自
身
で
改
修
で
き
る
。

こ
れ
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
過
去
―
―
一
年
を
か
け

て
培
っ
て
き
た
現
地
・
日
本
人
職
貝
た
ち
の
実
戦
的

経
験
、
作
業
員
で
あ
っ
た
周
辺
農
民
の
労
働
力
の
質

の
向
上
、
そ
し
て
こ
れ
を
物
心
共
に
支
え
続
け
て
き

た
日
本
側
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
で
あ
る
。
水
路
第
一

―
1
0
0
六
年
度
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
普
及
、
冬
の

飼
料
の
確
保
、
日
本
米
の
導
入
な
ど
で
大
き
な
努
力

が
払
わ
れ
た
。
茶
の
生
産
も
、
栽
培
地
を
ダ
ラ
エ
・

ヌ
ー
ル
渓
谷
高
地
に
移
し
て
か
ら
希
望
が
見
え
始
め

て
い
る
。
詳
細
は
、
農
業
担
当
者
の
報
告
に
譲
る
。

以
下
（
表
6
)
の
ワ
ー
カ
ー
が
事
業
に
参
加
し
た
。

今
後
は
長
期
継
続
を
考
え
、
一
定
人
貝
を
育
成
し
つ

つ
、
派
遣
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

4

ワ
ー
カ
ー
派
遣

3
 

②
井
戸
事
業

=
l
0
0
七
年
四
月
に
飲
料
水
源
は
一
五
0

0
ケ
所
を

超
え
た
。
し
か
し
、
地
下
水
の
下
降
は
依
然
と
し
て
続

い
て
お
り
、
今
後
も
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
―

1
0
0
六

年
度
で
特
筆
す
べ
き
は
、
ト
ル
ハ
ム
国
境
の
四
基
目
の

ボ
ー
リ
ン
グ
井
戸
が
完
成
、
渇
水
地
獄
は
解
消
し
つ
つ

あ
る
。
し
か
し
、
他
地
域
で
は
水
源
事
業
が
始
ま
っ
た

頃
よ
り
も
ひ
ど
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

―
1
0
0
六
年
度
は
、
主
に
用
水
路
沿
い
、
公
共
性

の
高
い
場
所
を
選
ん
で
仕
事
が
進
め
ら
れ
た
。
詳
細

は
井
戸
担
当
者
の
報
告
に
譲
る
。

今
後
、
井
戸
事
菓
は
継
続
さ
れ
る
が
、
用
水
路
事

業
と
一
体
と
な
り
、
た
め
池
の
造
成
、
汲
み
上
げ
用

水
路
な
ど
の
事
業
も
進
め
る
こ
と
に
な
る
。

農
業
計
画

期
工
事
の
詳
細
は
別
表
に
譲
る
。

他
方
で
情
勢
が
流
動
的
な
な
か
、

困
難
が
続
い
て
い
る
。

二
0
0
七
年
度
計
画

特
に
医
療
事
業
で

用
水
路
は
第
二
期
工
事
を
出
来
る
だ
け
早
期
に
完

了
す
る
。
他
の
事
業
も
基
本
的
に
こ
れ
ま
で
の
仕
事

の
連
続
で
あ
る
。
医
療
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
計

画
を
立
て
得
る
状
態
で
は
な
い
。

中
村
哲
（
な
か
む
ら
て
つ
）
九
州
大
学
医
学
部
卒
。

専
門
1
1
神
経
内
科
（
硯
地
で
は
内
科
・
外
科
も
こ
な

す
）
。
国
内
の
病
院
勤
務
を
経
て
、
一
九
八
四
年
パ

キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境
州
の
州
都
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
赴

任
。
以
来
二
十
年
に
わ
た
り
ハ
ン
セ
ン
病
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
計
画
を
柱
に
し
た
、
貧
固
層
の
診
療
に
携
る
。

一
九
八
六
年
か
ら
は
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
た
め
の
事
業

を
開
始
、
ア
フ
ガ
ン
北
東
山
岳
部
に
―
―
―
つ
の
診
療
所

を
設
立
。
九
八
年
に
は
基
地
病
院
P
M
S
を
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
に
建
設
。
ま
た
病
院
・
診
療
所
で
患
者
を
待

つ
だ
け
で
な
く
、
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
山
岳
地
帯
の
診

療
所
を
拠
点
に
巡
回
診
療
も
行
っ
て
い
る
。
二
0
0

0
年
以
降
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
襲
っ
た
大
旱
魃

対
策
の
た
め
の
水
源
確
保
（
井
戸
掘
り
・
カ
レ
ー
ズ

の
復
旧
。
作
業
地
千
四
百
ヶ
所
以
上
）
事
業
を
実
践
゜

さ
ら
に
二
0
0
二
年
春
か
ら
ア
フ
ガ
ン
東
部
山
村
で

の
長
期
的
復
興
計
画
「
緑
の
大
地
計
画
」
を
継
続
、

二
0
0
三
年
春
か
ら
は
そ
の
一
環
と
し
て
灌
漑
水
利

計
画
に
着
手
。
年
間
診
療
数
約
九
万
人
(
―

1
0
0
五

年
度
）
。

5
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表1
用水路の概要

水路の名称マルワリード用水路 (MarwaridCanal, Marwarid はペルシャ語で「真珠」の意）

全長 13.0km 

場所 アフガニスタン国クナール州ジャリババからナンガルハル州シェイワ郡プデイアライ村まで

平均傾斜 0.00069 

標高差（落差） 9.lm（取水口633.5m,ブデイアライ村末端624.4m) 

取水量 4,5-S.S rrl/sec.（限界最大量6.0rrl)

推定損失水量 30% （浸透損失20%、無効水10%)

灌漑給水能力 4~5吋／sec,(500,000rrl/day) 

推定湛漑可能面積 約9,700ヘクタール（約9,700町歩） ＊ 

＊既に灌漑している耕地と給水量から算出。土壌の保水性、作付けの相違で、日本の基準とは必ずしも一致しない。

水路沿い植樹総数 125,500本

設計・施工者 PMS （ペシャワール会医療サービス）

工期（第一期工事） 2003年3月19日～2007年3月31日

各区別概要（流量・エ種など）

部位 長さ血 開縞螂棉～上蔀I平均傾斜1 遍常流且5.0叫／s切．の時 J99,}-f構造物 工種と主な付帯工事
水詑{al) I掘積（面）隣這（呻 1ぼ量（叫Iり） 惰 I水nIt19? 水Fl

A鴎 9(](J 40~50m 0,11111:!,I llll4 l.53 l,4 500 L 1 砂腰層0)剤削、.... r●U99 ；穫岸、 土石誂に対し 碑吋茄単

B 100 岩盤掘削
C 700 1 罰痙T• 若盤罹罰ITJJ:. 舵町と籾枝了 で護問｛ 罰空万稽みJ
D 750 血～15Dm n"s 凶 6.211 0,1} 5JlO 1 姜堤による臨紺試皇岸li空田厄・棚虹、直量詞置訊~這固i器酎圃
E 1 4 16 6.0-10、Om U泊畑 0.81 4.R5 1.0 5.00 i I ローム層の視削、蛇籠エ・柳枝工で護岸．ソイルセメント・フイニング、涸れ川横翫に水通橋、暗渠各l
F‘ 610 55-1(1j)u IL()0()80 Q̀74 ,I.05 1.2 5.00 I 臣沿いに盛士して拘前、蛇籠了と柳枝工で霞粽‘ノイルセメント・ライーング、彦出水処浬の工事
G 、IOO 0.00080 I I 
u 1411 6,0-10.0rn 旧00034 “ 0̀,9l 6JI~L6 Q,9-1.Q 5.00 2 2 皐耗卿、空万積みで護芹、河1111罰士手は練T積みで震成、士石流F対しで宋霜に荒水地穀置
1 iooo U幽 0.61-0,11 4.7-5.0 1.Iー13 5』(I() I I ±.手の羞成、水冤内と外壁共に立石植み、ソイルセメント・フイニング， 土石流］こ対してサイ 7ォン 130ml
J 1400 55~6.lIll 0.00血 0.76 4;I D L2 .5J)() I 2 2 I 砂礫層1!)掘削、ソイルセメントライニング，蛇籠エ・柳枝工で護岸、
K I ~30 2 2 3 2 土石流に対してサイフォン郎4菌所（計300ml
邑！l [3017 10 5 ? 9 

水門の概要

サイズは門幅，個数） 通常通過流星（山秒）！備考
幅1500mmx3 I 4.5~5.5 

式帽2000mmx4 I 4.5~5.s 
イド式幅⑩伽皿LI IJ..2~03 
イド式幅60Ummxl I 0.1 ~0.2 

ド穴 9副500mmx2 45~55 
幅600mmxl I 0.1 ~0.2 
幅700mmxl I 0.1 ~03 
幅1500mmx3 4.5~5』
幅500mmx2 I 0.1 -OJ 
嘔150伽皿xt
幅500mmxl

浚沢用J （緊急排
G分水路の水髪調
皿水の水＿量9
同時に橋としても
渇水期たシェイ ワ用水閉に給永[1,5~2,U叫秒

岡繹り水量調節

J分永毘の水2需節、 シギ水路への送水
全問で水深lm;5.Q、水深lふn:8.4

0.1-0.2 

サイフォンの概要

磁情（』） 傾斜 駐大！9溶祓旦(1'/抄）
3.6 0.01250 20_4 

3.6 0,00500 12,9 
3.6 0,00500 12.9 
3.6 0.00250 9.1 
3.6 o.oom 10.5 
3.6 0.00333 10.5 
3.6 0_00333 IO 5 

クナール河の護岸・堤防工事など

二 灌漑面積ha ウ、プディアライの一

その他の構造物 植樹数(2007年3月現在）

種麗 長さ回 lli(m) 許容澁量（叫秒J員婆
A琶檎 8m 16m ゾが1パ7喋谷の土石流対猿で霞19た陪農
C区腐 8m Im ヌ碑 1囚祖1
0区 a途 討邸ロ 杓350.m 該込およりぷ靭廷化と懇
叫i.紐橋 15m 内径2.9m1.75 固れIllの谷を横断。
虚栂 3m IDm 交紐 直国）
H区揖 10工l 17111- 俎B
II区邁息 ZUOm 3U~80m ＂い池1:窪地，谷IJ)上流側I噴林宿で士石箇I/)巖滋化
k区橋 Bm 7[D 匹 n
K区橋 Bm 1m 1月酪

ikH オ直楼 20m 内径OJm032 暉される言 I：あ っ1瀑艮nI小雄””,I リード繹u"． 4 ヶ祈\:ll霞•
k区池 400m 15().200rn 水量調飾， K分水降へ龍漑

エデ冒―
600-5
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表2 各診療所の主な診療内訳 表5 各診療所の診療数と検査件数の内訳

外来数 外倍治照数 入院敷

PMS基地病院 38,837 3,451 900 

ラシュ ト診療所 5,464 223 

ダラエ ，ヌ ール診療所 37,469 1,123 

Total 81,770 4,797 900 

表3 PMS病院検査数の内訳

血液 2,476 心徊I図 478 
尿 2,9l5 超音iltllfr層写真 1.901
便 1,652 心エコー

゜らい菌塗沫検査 98 細消

゜抗酸性梓菌 381 体液 （旦液・剃晟水等） 5 
マう')7血液7ィルム 1,590 その他 1.559

リーシュマニア 98 内視汲 167 
生化学 1,648 病埋'11織検査

゜レントゲン 2880 小fll・ 17.848 

表4 水源確保事業の現状
（ ）内は元成した井戸，修復したカレーズの数

第 1期井戸事業 (2006年4月15日現在）

飲科井戸 蒻秤 カレーズ 計
ダラエヌ ール 395(395) 11(11) 38(38) 444(444) 
ソル70.I}'屈 542(542) 542(542) 
ロダ ト郡 263(263) 263(263) 
カイバル峠 4(4) 4(4) 
アチン郡 171(171) 171(171) 
スタッフ几］ 20(20) 20(20) 
その應 17(17) 17(17) 

合計 1412(1412) 11(11) 38(38) 1461(1461) 

第II期井戸事業 (2007年5月31日現在）

飲科井戸 該炉 カレーズ 計
ジャラうパード 7 (7) 

゜゜
7 (7) 

ソル7ロッド訂 14 (12) 

゜゜
14 12) 

ダラエヌール 3 (3) 

゜゜
3 3) 

シェイワ郡 14 (14) 

゜゜
14 14) 

カマ郡 2 (2) 

゜゜
2 2) 

トルハム I (0) 

゜゜
I 0) 

その他 I {I) 

゜゜
I I) 

合計 42 (39) 

゜゜
42 (39) 

国名

地域名

病院・診療所名

パキスタン

竺三PMS ラシュ，ト

アフガニスタン

北稟部山岳地都

ダラエ ・ヌー1レ

ク：：〗ロニ〗゜
雪

便 1,652ロニ：：B血i直I-----3-8i―― -

マラリア| 1,688 

リー：Ilマこア
. -.  -會.- -...  ~・ ~f~. ― I. ．．．．．--• • 

その他 8.736 

223 1,123 

4,702 

（内訳） 血液一般 2,476 I • I 239 
--.．．-• ・ • ←--”. --・ • |— . ・ }£~. -+ ・.ー ・・・・ ・.+ ・... -~!:--... 

尿 2,91s I - I 694 

714 
.. -.... ---,--・・-・ ・・--• · -

1 
---・
2,839 

182 

リハピリテーション
実施総敷

サンダル・ワーク

ショップ販売総数

4,937 

15 

表6 現地派遣ワーカー

氏名 賊 札 派遥 肘始 坂在 氏名 絨 札 戒慮 開始 現在

c医療 16横山尚佑 m水路 2005年9月 絋統巾
1藤田千代子 院長it狸 ・肴設部•K 1991年9月 罷絵小 17木荻他児 Ill水路 2006年5}｝ 200111 5月終了
2坂尾美灯l子 品床検悧枝帥i 2002年7月 龍続巾 18批野一夫 炊ボ担当 2006年6月 2007年3月終了
3紺野追寛 ダラエヌール診照所 2003年7月 2006年9Jl終了 19蓮岡柊 用水路 2006年8月 2007'1 6月終了
4杉山大二朗 事務 2005年2月 継続巾 20匝利屎 支都会計 2006年9月 2007年6月終了
5il井光義 会計 2005年3月 龍続巾 21長橋努 Ill水路 2006年l2月 2007年5月終了
6岡本定子 皮局 2005年9月 梱饒巾 22神代大輔 IIj水路 2007年2月 俳統中
7竹内英允 ダラエ，ヌール診椴所 2006年4月 砒続巾 23四山沿司 炊串担当 2007年3月 能続中
〇，藝漑用水路棲設計画・農業計画 24山口敦史 用水跨 2007年3月 訛続山
8近藤真一 In水蹄 2003年1)］ 緋続中 c定期，短翡派遣者
9伊藤和也 辰曲斗禾 2003年12月 甑饒中 25裔橋修 展紅胴 2002年3月 定期
1 0 本日澗 ••祁 月水蹄 2004年1月 訛粒中 26石橋悲、狐l 用水路 2003年12)1 定期
II松永貨明 月水路 2004年4月 継綺巾 c2007年度新規ワーカ
12辿藉器一郎 辰曲」禾し 2004年5月 祖蝕 27佐々 木啓泰 用水路 2007年4)］ 継読l|1

13神戸秀樹 /11水路 2004年5)1 2006年5月終了 28指木2邦 ）廿水路 2007{15月 継統巾
14鬼木 稔 川水路 2004年5)―l 継緑中 29石橋周一 lil水路 2007年5Jj 維籟巾
15芹料戚治 平務 2005年4月 俳緑巾 30匝野恭平 PMS医師 2007年5月 継箱中
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2006年度の主な収支

寄付を頂きました団体の御名前につきましては紙而の都合上、割愛させていただきます。
期ill] 2006年4月～ 2007年3月

一般会計（単位：円）

［収入の部］

l 会貨•寄付

2 補助金等

3 利息雑収人

4 その他収入

5 基金繰入

年度収入計

前年度繰越

収入計

収益事業会計

［収入の部］

酋籍売上

ビデオ売上

雑収入

売七収入計

［経貨の部］

香籍原価

雑伐

送科等経伐

租税公課

経費合iil•

前期繰越掛失

当期収益（一般会計綬入）

「いのちの基金」残高
期首残高

一殷会計へ繰入

期末残―高

波出の部］

280,345,535① l 現地協力伐

〇 うち PMS遥営貨

29,324 井戸掘り 事業

496,023 

50,000,000 

330,870,882 

32,656,008② 

363.526.890 9 9 

773,585 

22,000 

1,036,875 

l,832,460 

670,840 

567,000 

10,500 

925,400⑨ 

2，百芍而

-341,280 

500,000,000 

50,000,000 

450.000.000 9 9 

炭棠支援事菜

i佑漑用水路

アフガン事務所

現地ワーカー貨

渡航貨

国内活動貨

2 広報貨

3 事務局貨

4 収益事業

年度支出計

次年度繰越

支出 計

①
個
人
会
我
寄
付

1
9、
0
2
7
件
、
団
体

②
「
い
の
ち
の
基
金
」
か
ら
繰
入

③
バ
キ
ス
タ
ン
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
ク
ン
診
療
所

④
飲
み
水
等
供
給
小
菜

⑤
作
物
育
成
試
験
等

⑥
農
業
用
泄
漑
用
水
路
娃
設

⑦
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
ぶ
務
所

⑧
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
貨

⑨
乎
成
十
七
年
度
法
人
串
染
税
及
び
十
八
年
度
源
泉
所
得
税
（
印
税
分
）

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

 

6
2
2
0
5
6
0
4
7
1
1
8
1
9
7
4
0
0
6
4
3
9
8
0
4
5
 

9
6
5
4ぃ
ni
2
7
r
6
2
7
0
ー

2

A

霊
盟
姻
悶
203
詞

743
蟷

341
即

2

1

3

1

5

6

2

8

4

5

9

8

 

4

5

5

5

 

3

2

3

 

4,659,445 

363,526,890 

未使用切手、書き損じ葉書の寄付 ！ 
寄付いただいた件数 1,059件

未使用切手枚数 47,682枚

同金額 3,8 I 0,656円相当 ，

：』き損じ莱占枚数 37,765枚 ： 
同 金額 1,852,673円相当 ，

合計金額 5,663,329円相当 ： 
： ＊会報発送費用等の節約になっています。 ： 
・---------------------------------------・ 

9
0
3
件

●2006年度事業額 I文出ベ・ス）

358,526.165円

事業規模（寄付件数・事業額）の推移 1983~2006（年度）

50糾1.5

29,46:?A 
’48,092’|“ 
（瓜6%）しg,＂’’KI“叫

二゚：： 現地活動入¥ 8.2500 8797 --8;8-8ー，＿゜• 8,1344 |（：霊，
（割合）＼ 7，503.5 ----- 7,131.7 7,292.7 

三 ::i|（尺冑畠;6,4.3％悶謬芯9%6雷:64；ごは

-…06.836.4(<)?...9％） 
27,J.氾.4 |20,4S20 

（約．8％）
• ----

6000 I-
..~.~ --. --0 • 

5.339.o 
8,292.1 

瀑 。 (i雑沿84.9%
86.9%, 

額 1翡｝1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 

個人会貨 • 寄付件数 685 1,097 1,322 2,202 2,722 3,096 3,503 3,283 2,968 3,432 3,279 3,467 59,478 21,167 18,079 15,119 18,449 19,027 

団休寄付件数 55 91 98 114 159 191 145 150 221 135 172 176 689 1,730 1,275 953 932 903 

4000 

2000 
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＠
ア
ー
ペ
・
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
第
一
期
工
事
完
成
式
典
に
出
席
し
て

黄
金
色
の
麦
畑
に
映
え
る
川
水
路
に
屈
動

―1
0
0
七
年
四
月
二
十
三
日
ア
ー
ベ
・
マ
ル
ワ
リ

ー
ド
用
水
路
第
一
期
工
事
の
最
終
地
点

K
I貯
水
池

が
満
た
さ
れ
、
そ
の
脇
の
仮
設
テ
ン
ト
で
午
前
十
時

か
ら
完
成
式
典
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
は
地
域
住

民
を
含
む
お
よ
そ
三
百
人
が
参
加
し
、
中
村
哲
医
師
、

ニ
ン
グ
ラ
ハ
ル
州
知
事
、
私
の
順
で
挨
拶
を
行
い
、

か
ん
が
い

次
い
で
政
府
関
係
の
灌
漑
省
、
経
済
省
、
農
業
省
、

地
域
担
当
省
の
各
省
長
の
祝
辞
が
あ
り
、
最
後
に
地

域
住
民
代
表
の
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

テ
ン
ト
周
囲
に
は
多
く
の
近
隣
の
住
民
が
集
ま
り
、

同
時
に
多
く
の
ガ
ー
ド
マ
ン
が
銃
を
両
手
に
抱
え
て

警
護
に
当
た
っ
て
お
り
ま
し
た
。
政
府
の
要
人
に
は

更
に
ま
た
数
人
の
警
備
が
付
く
の
で
、
そ
の
物
々
し

さ
に
は
び
っ
く
り
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
我
々
の
日

本
人
ワ
ー
カ
ー
も
単
独
行
動
は
許
さ
れ
な
い
治
安
の

か

い

ま

悪
さ
を
こ
こ
で
垣
間
見
た
思
い
が
し
ま
し
た
。

式
典
は
次
い
で
テ
ン
ト
を
出
て

K
I貯
水
池
の
出

口
に
向
か
い
、
第
二
期
工
事
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
鍬

入
れ
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
笛
と
太
鼓
の
楽
隊
が
陽

気
に
リ
ズ
ム
を
刻
み
ま
す
。
こ
こ
で
中
村
哲
医
師
の

後
藤
哲
也

シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
に
よ
る
鍬
入
れ
式
と
い
う
ビ
ッ
グ
・

ぎ
も

サ
プ
ラ
イ
ズ
が
演
出
さ
れ
、
皆
の
ど
肝
を
抜
き
ま
し

た
。
シ
ョ
ベ
ル
で
土
を
掘
り
ダ
ン
プ
に
移
し
、
お
ま

け
に
シ
ョ
ベ
ル
の
ア
ー
ム
を
空
中
高
く
二
固
転
さ
せ

る
と
い
う
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
次
に
シ
ョ
ベ
ル

を
地
上
に
降
ろ
す
と
、
今
度
は
住
民
三
人
を
シ
ョ
ベ

ル
に
乗
せ
持
ち
上
げ
、
静
か
に
上
空
を
二
回
転
さ
せ
、

か
っ
さ
い

皆
の
喝
釆
を
浴
び
ま
し
た
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
す
か

さ
ず
士
地
の
老
人
が
音
楽
に
合
わ
せ
て
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
民
族
舞
踊
を
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
に
一
人
従

い
二
人
従
い
と
順
次
踊
り
の
輪
が
盆
踊
り
の
よ
う
に

広
が
り
、
私
も
踊
り
の
輪
に
押
し
込
ま
れ
ま
し
た
。

あ

わ
阿
波
踊
り
を
勇
壮
に
し
た
よ
う
な
美
し
い
踊
り
で
し

た
。
人
の
群
が
手
拍
子
を
打
ち
手
を
打
ち
嗚
ら
し
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
無
事
式
典
が
終
了
し
ま
し
た
。

そ
の
後
政
府
要
人
達
は
中
村
医
師
と
水
路
の
見
学
に

向
か
わ
れ
た
の
で
し
た
。

さ
て
、
日
本
か
ら
は
事
務
局
の
福
元
、
綱
脇
、
井

上
の
各
氏
、
野
田
さ
ん
、
藤
野
さ
ん
、
私
の
計
六
名
、

タ
イ
航
空
で
四
月
十
八
日
現
地
に
入
り
ま
し
た
が
イ

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
会
長

ス
ラ
マ
バ
ー
ド
空
港
か
ら
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

P
M
S
病

院
ま
で
車
で
約
四
時
間
、
日
本
時
間
で
言
う
と
午
前

二
時
か
ら
六
時
と
い
う
の
は
や
は
り
ハ
ー
ド
な
も
の

を
感
じ
、
こ
こ
を
行
っ
た
り
来
た
り
さ
れ
る
中
村
医

師
の
苦
労
が
偲
ば
れ
ま
し
た
。

P
M
S
病
院
で
は
ジ

ア
副
院
長
に
つ
い
て
二
回
、
回
診
を
見
学
し
ま
し
た

が
、
う
つ
状
態
の
中
年
女
性
の
患
者
さ
ん
に
覚
え
た

て
の
パ
シ
ュ
ト
ン
語
で
「
エ
ス
テ
ハ
ー
ハ
ア
デ

イ
？
」
（
食
欲
は
い
い
で
す
か
？
）
と
尋
ね
た
と
こ

ろ
一
瞬
の
間
を
お
い
て
ス
ト
ー
ル
で
口
を
隠
し
な
が

水路完成式典で祝辞を述べる後藤会長
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ら
「
ふ
っ
ふ
っ
ふ
」
と
笑
っ
て
く
れ
た
の
が
印
象
的

で
し
た
。
ま
た
、
外
来
で
下
痢
を
訴
え
る
子
供
を
父

親
が
連
れ
て
き
て
私
が
「
タ
バ
シ
ュ
タ
？
」
（
熱

あ
る
？
）
と
質
間
し
た
ら
若
い
ド
ク
タ
ー
が
即
座
に

検
温
し
、
三
六
・
九
度
だ
っ
た
の
で
「
ニ
シ
タ
」

（
な
い
）
と
答
え
る
と
父
親
が
に
つ
こ
り
笑
っ
た
の

も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
水
路
に
つ
い
て
は
、
一
面
黄
金

き

わ

だ

色
の
麦
畑
が
乾
燥
し
た
空
気
の
中
に
際
立
ち
、
そ
の
存

在
を
誇
ら
し
げ
に
示
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
中
村

ーとよー

-＿. -ー・年勺茫溢己:------• 
用水路の取水口。例年より早い増水期を迎えたクナール川の奔流

医
師
を
先
頭
と
す
る
現
地
の
人
々
が
成
し
遂
げ
た
偉
業

で
あ
り
、
我
々
ペ
シ
ャ
ワ
iー
ル
会
全
員
の
志
が
結
実
し

た
も
の
だ
と
深
く
感
じ
入
っ
た
次
第
で
す
。

最
後
に
、
式
典
で
私
が
行
っ
た
挨
拶
を
こ
こ
に
掲

載
し
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
沢
田
裕
子
さ
ん

が
す
ば
ら
し
い
英
語
に
訳
し
て
下
さ
り
、
そ
の
英
語

を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ヌ
ー
ル
・
ザ
マ
ン
氏
が
パ
シ

ュ
ト
ン
語
に
訳
し
て
く
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
沢
田
さ

ん
に
は
ア
フ
ガ
ン
情
報
の
翻
訳
な
ど
お
軋
話
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
場
を
借
り
て
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

「
ア
ー
ベ
・
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路

第
一
期
工
事
完
成
を
祝
し
て
」

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。

私
は
日
本
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
会
長
の
後
藤
哲
也
で

す
。
同
行
者
は
日
本
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
長
代

行
の
福
元
満
治
氏
は
じ
め
事
務
局
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

本
日
は
ア
ー
ベ
・
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
第
一
期

工
事
全
長
十
―
―
―
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
完
成
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
―

1
0
0
三
年
三
月
十
九
日
に
起
工
式

が
行
わ
れ
て
以
来
丸
四
年
、
中
村
哲
医
師
の
強
い
指

導
力
の
下
、
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
、
当
地
の
多
数
の
作

業
員
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
努
力
、
更
に
は
本
日
ご
列
席

の
皆
々
様
の
ご
協
力
ご
厚
意
に
よ
り
、
大
き
な
事
故

も
な
く
本
日
の
完
成
式
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
誠
に

喜
ば
し
い
事
と
、
心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
、
同

時
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
―

1
0
0
0
年
春
に
始
ま

か
ん
ば
つ

っ
た
中
央
ア
ジ
ア
の
大
旱
魃
は
当
地
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
に
も
っ
と
も
大
き
な
被
害
を
与
え
、
そ
こ
で
は
飲

料
水
や
灌
漑
用
水
の
確
保
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る

と
い
う
中
村
哲
医
師
の
ア
ピ
ー
ル
が
、
日
本
人
の
心

を
強
く
捉
え
、
多
く
の
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
て
、
こ
の

事
業
を
完
成
に
導
い
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
医
師
で
あ
る
中
村
哲
先
生
が
土

あ

げ

く

建
業
者
の
よ
う
に
井
戸
を
掘
り
、
挙
句
の
果
て
に
は

用
水
路
ま
で
掘
る
と
い
う
の
で
す
か
ら
、
日
本
で
は

と
て
も
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
だ
と
大
評
判
に
な
っ
た

こ
と
は
皆
様
に
ご
報
告
申
し
上
げ
ね
ば
と
思
い
ま
す
。

病
気
は
後
で
も
治
せ
る
、
ま
ず
命
だ
、
ま
ず
水
だ
と

い
う
中
村
哲
先
生
の
ア
ピ
ー
ル
は
、
ふ
ん
だ
ん
な
水

に
恵
ま
れ
た
日
本
人
に
は
気
づ
き
に
く
い
所
を
気
づ

か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

日
本
の
伝
統
工
法
を
取
り
人
れ
た
取
水
口
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
伝
統
の
石
組
み
を
用
い
た
堤
防
、
柳
を

植
え
た
護
岸
、
サ
イ
フ
ォ
ン
を
応
用
し
た
上
石
流
対

策
は
昨
年
か
ら
の
一
一
度
の
水
害
を
何
と
か
乗
り
越
え

持
ち
こ
た
え
ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
ア
ー
ベ
・
マ
ル

ワ
リ
ー
ド
用
水
路
が
地
域
の
皆
様
の
生
活
の
一
部
と

し
て
、
あ
た
か
も
百
年
前
か
ら
そ
こ
に
存
在
し
て
い

た
か
の
よ
う
に
、
緑
な
す
田
園
と
と
も
に
存
在
し
続

け
る
こ
と
を
祈
念
し
、
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
今
ま
で
こ
の
事
業
に
関
わ
っ
て
頂
い
た
皆
様
に

は
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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私
達
は
過
去
五
年
間
、
試
験
農
場
で
作
物
・
技
術

を
研
究
し
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
か
ら
そ
の
成
果
を

農
家
へ
普
及
す
る
段
階
へ
踏
み
出
し
ま
し
た
。
感
慨

を
含
め
な
が
ら
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

人
気
者
の

農
業
計
画
現
地
担
当

”
サ
チ
ュ
マ
イ
モ
II

か
ん
し
ょ

ま
ず
甘
藷
（
サ
ツ
マ
イ
モ
）
は
、
課
題
で
あ
っ
た

冬
季
の
種
芋
貯
蔵
が
九
割
以
上
の
保
存
率
で
成
功
し
、

ま
た
育
苗
も
成
功
し
、
現
在
周
辺
農
家
二
三
戸
が
試

験
農
場
か
ら
配
布
し
た
苗
を
使
っ
て
栽
培
を
始
め
ま

し
た
。
甘
藷
に
対
す
る
周
辺
農
家
の
関
心
が
高
い
の

で
、
栽
培
農
家
も
私
た
ち
も
緊
張
し
な
が
ら
管
理
を

進
め
て
い
ま
す
。

四
年
前
に
初
め
て
サ
ツ
マ
イ
モ
を
導
入
し
た
時
、

「
こ
の
赤
い
芋
は
サ
チ
ュ
マ
イ
モ
（
？
）
と
言
う
ら

い
ぶ
か

し
い
」
と
許
し
げ
な
顔
を
し
て
い
た
試
験
農
場
担
当

農
家
も
、
今
で
は
他
の
農
家
に
対
し
栽
培
の
全
般
に

わ
た
っ
て
自
信
に
満
ち
た
指
導
を
し
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
彼
ら
が
普
及
の
主
役
に
な
っ
て
く

れ
る
事
は
、
私
達
と

一
緒
に
試
行
錯
誤
し
て
き
た
成

果
で
あ
り
、
本
当
に
嬉
し
い
収
穫
で
す
。

「
畠
の
肉
」
と
称
さ
れ
栄
養
価
が
高
い
大
豆
も
、
今

大
豆
も
小
麦
も
ソ
バ
も

水
稲
（
日
本
米
）
も
本
格
的
に
普
及
段
階
へ
発
展

し
ま
し
た
。
現
在
、
新
し
く
掘
削
さ
れ
た
キ
ャ
ナ
ル

（
用
水
路
）
流
域
の
農
家
も
含
め
て
五
五
戸
の
農
家

が
日
本
米
の
栽
培
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

H
本
米
に
対
す
る
関
心
が
高
い
理
由
は
、
過
去
二

年
間
‘
1
0
ア
ー
ル
(
-
千
平
米
）
六
0

0
キ
ロ
グ

ラ
ム
前
後
の
記
録
的
な
高
収
量
で
、
か
つ
現
地
品
種

の
二
倍
近
い
収
量
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
更
に
今
年

は
春
先
の
降
雨
に
恵
ま
れ
た
事
も
幸
い
し
て
い
ま
す
。

内
緒
で
す
が
、
こ
れ
で
私
達
日
本
人
も
一
年
間
、
毎

日
美
味
し
い
日
本
米
が
食
べ
ら
れ
る
と
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

今
年
は
、
日
本
米
栽
培
の
難
点
で
あ
る
高
温
に
よお

そ

る
砕
米
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、
現
地
の
慣
例
よ
り
遅

播
き
し
、
ま
た
直
射
日
光
に
当
て
過
ぎ
な
い
乾
燥
方

法
を
工
夫
し
て
い
き
ま
す
。

日
本
米
の
多
収
に
驚
き
の
声

伊
藤
和
也
・
進
藤
陽
一
郎

農
業
指
導
貝

高

橋

修

＠
二

0
0六
年
度
農
業
計
画
報
告

地
域
農
家
に
試
験
成
果
を
普
及
す
る
段
階
へ

L 
しク／’ 年

二
0
戸
の
希
望
農
家
で
栽
培
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
導
入
し
た
品
種
は
乾

か
ん
ど
こ
ろ

燥
や
高
温
に
強
く
、
栽
培
技
術
も
勘
所
が
つ
か
め
、

安
定
的
に
高
収
量
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

懸
案
の
調
理
法
も
、
現
地
で
日
常
的
に
食
べ
て
い
る

他
の
豆
類
と
同
じ
炒
り
豆
や
豆
料
理
と
し
て
見
通
し

が
つ
き
、
今
年
の
反
響
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

主
食
の
ナ
ン
の
原
料
で
あ
る
小
麦
の
試
験
栽
培
は
、

は
ん
し
ゅ

適
期
播
種
、
適
期
作
業
を
着
実
に
行
な
っ
た
結
果
、

1
0
ア
ー
ル

(
-
千
平
米
）
当
た
り
四

一
七
キ
ロ
グ

塩炒り大豆をほおばる現地の子供たち
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ラ
ム
と
い
う
高
い
収
量
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
収
量
に
我
々
自
身
は
も
ち
ろ
ん
担
当
農
家

も
周
辺
農
家
も
驚
い
て
お
り
、
今
年
の
秋
は
試
験
農

場
の
栽
培
法
を
モ
デ
ル
と
し
て
多
く
の
農
家
で
改
良

技
術
が
実
践
さ
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

ソ
バ
は
安
定
し
て
裔
い
収
量
が
得
ら
れ
る
技
術
が

確
立
し
ま
し
た
。
ソ
バ
粉
は
ナ
ン
の
原
料
と
し
て
小

麦
粉
と
混
ぜ
た
り
す
る
他
、
塩
炒
り
で
食
べ
た
り
ビ

ス
ケ
ッ
ト
や
ペ
ー
ス
ト
状
の
お
菓
子
の
材
料
に
使
う

な
ど
の
調
理
法
が
開
発
さ
れ
徐
々
に
親
し
ま
れ
て
き

番茶をつくる農場のスタッフ、モハマド

ま
し
た
。
私
達
は
ソ
バ
の
真
価
は
初
秋
か
ら
の
七
〇

ー
八
0
日
と
い
う
短
期
間
で
収
穫
を
得
る
事
が
で
き

る
そ
の
生
育
の
早
さ
、
つ
ま
り
少
な
い
灌
水
量
と
短

い
栽
培
期
間
で
収
穫
で
き
る
作
物
・
食
糧
で
あ
る
点

に
あ
る
と
見
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
こ
の
可
能
性
を

具
体
化
さ
せ
る
た
め
、
小
麦
の
前
作
に
ソ
バ
を
栽
培

し
、
農
地
の
利
用
効
率
を
最
大
限
に
高
め
る
作
付
試

験
を
実
施
す
る
計
画
で
す
。

飼
料
の
安
定
確
保
技
術
も
普
及
段
階
へ

搾
乳
の
み
な
ら
ず
現
金
収
人
源
と
も
な
っ
て
い
る

家
畜
用
の
飼
料
の
確
保
も
食
用
作
物
と
並
ん
で
重
要

な
命
題
で
す
。
す
で
に
ソ
ル
ゴ
ー
と
ア
ル
フ
ァ
ル
フ

ア
は
数
戸
の
農
家
へ
普
及
し
て
い
ま
す
が
、
種
子
の

希
望
に
対
し
て
採
種
が
追
い
つ
か
ず
、
今
年
は
こ
の

点
を
重
要
課
題
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
冬
季
の
餌
と
し
て
エ
ン
麦
が
高
収
量
と
採
種

の
容
易
さ
か
ら
普
及
に
適
し
て
い
る
と
判
断
し
、
農

家
か
ら
の
種
子
の
配
布
希
望
に
応
え
て
‘

1
0
月
か

ら
の
普
及
用
種
子
を
相
当
塁
蓄
え
て
い
ま
す
。

同
じ
く
冬
季
の
飼
料
を
補
う
た
め
に
試
行
を
続
け

て
き
た
サ
イ
レ
ー
ジ
（
秋
に
刈
り
取
っ
た
飼
料
作
物

を
密
閉
発
酵
す
る
事
で
高
い
栄
養
分
が
保
持
さ
れ
る

貯
蔵
飼
料
）
は
、
簡
便
な
素
堀
り
の
縦
穴
方
式
を
含

め
て
二
年
続
け
て
成
功
し
ま
し
た
。
今
年
は
人
海
戦

術
で
、
詰
め
込
み
材
科
を
細
か
く
切
り
刻
む
際
に
手

動
の
押
し
切
り
を
使
い
、
一
般
農
家
が
安
い
経
費
で

実
践
で
き
る
方
法
を
模
索
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

明
る
さ
が
見
え
て
き
た
お
茶
と
ブ
ド
ウ

ア
フ
ガ
ン
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
お
茶
は
、
栽
培

開
始
か
ら
四
年
を
経
て
な
お
悪
戦
苦
闘
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
こ
の
春
か
ら
農
家
と
一
緒
に
精
製
し
た
番

茶
を
日
常
的
に
飲
め
る
よ
う
に
な
り
、
「
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
で
も
茶
の
栽
培
は
可
能
だ
」
と
言
え
る
段
階

ま
で
到
達
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
課
題
と
し

て
残
っ
て
い
る
ア
ル
カ
リ
土
壌
の
改
良
に
は
、
こ
の

地
域
で
薬
用
と
し
て
産
出
さ
れ
る
硫
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
が
有
効
で
あ
る
と
分
か
り
ま
し
た
の
で
、
現
在
こ

の
鉱
石
を
使
っ
て
土
壌
改
良
の
試
験
を
実
施
中
で
す
。

ま
た
今
秋
か
ら
は
近
隣
農
家
の
果
樹
圏
内
で
木
陰
を

利
用
し
た
茶
栽
培
を
試
み
る
予
定
を
し
て
い
ま
す
。

将
来
の
換
金
作
物
と
し
て
導
入
し
た
ブ
ド
ウ
は
、

昨
年
大
き
な
房
を
つ
け
「
や
れ
ひ
と
安
心
」
と
思
っ

て
い
た
矢
先
に
、
近
隣
の
子
供
達
に
こ
と
ご
と
く
摘

み
取
ら
れ
、
幻
の
ブ
ド
ウ
と
な
っ
た
悔
し
さ
と
将
来

の
大
悪
党
（
？
）
へ
の
憎
さ
で
心
が
揺
れ
動
き
ま
し

た
。
し
か
し
気
持
ち
を
入
れ
替
え
、
今
年
こ
そ
は
優

め

ど

良
品
種
に
目
途
を
つ
け
、
来
春
ま
で
に
挿
し
木
育
苗

し
て
配
布
・
普
及
へ
と
踏
み
出
す
計
画
で
す
。

以
上
が
過
去
一
年
間
に
お
け
る
農
業
計
画
の
主
な

動
き
で
す
が
、

P
M
S
が
投
じ
た

一
石
は
必
ず
農
家

の
自
助
努
力
で
定
着
し
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
私
達
は
「
主
役
は
農
家
」
を
モ
ッ

ト
ー
と
し
た
協
働
の
姿
勢
を
貫
い
て
い
き
ま
す
。
ま

だ
先
は
長
い
で
す
が
、
今
後
の
私
達
と
農
家
達
の
活

動
に
温
か
い
ご
支
援
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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四
度
目
の
夏
が
巡
っ
て
き
た
。

私
に
と
っ
て
一
番
苦
手
な
時
期
で
あ
る
。
現
場
で
は
摂

氏
五
0
度
を
超
え
る
酷
暑
と
も
闘
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
は
何
度
経
験
し
て
も

一
向
に
懺
れ
る
気
配
が
無
い
。

今
年
も
例
年
を
上
廻
る
早
さ
で
ク
ナ
ー
ル
川
の
水
位
が

上
昇
を
続
け
て
い
る
。
こ
れ
も
地
球
温
暖
化
の
影
郷
音
か
？

上
流
の
源
流
域
と
な
る
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
山
脈
の
氷
河
が

大
量
に
溶
け
、
気
温
の
上
昇
に
伴
い
、
増
水
の
時
期
が
早

ま
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

か
さ

昨
年
の
夏
、
大
事
を
と
っ
て
取
水
口
の
嵩
上
げ
工
事
を

完
了
し
た
直
後
に
思
わ
ぬ
増
水
で
、
あ
わ
や
危
機
一
髪
の

所
で
難
を
免
れ
た
経
緯
が
あ
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
今
年
も

更
に
異
常
な
水
位
の
変
化
に
再
度
、
よ
り
高
く
取
水
口
の

嵩
上
げ
工
事
を
急
ぐ
よ
う
、
日
本
よ
り
戻
っ
て
き
た
私
に

指
令
が
待
ち
受
け
て
い
た
。

こ
の
工
事
と
並
行
し
て
や
は
り
昨
年
、
鉄
砲
水
に
よ
る

早
ま
る
雪
解
け 泄

漑
用
水
路
建
設
担
当
申
乍
木
玲
2

四
度
目
の
夏
、

四
度
目
の
水
路
改
修

＊
ワ
ー
カ
ー
通
信

直
撃
を
受
け
取
水
口
の
周
辺
が
土
石
流
で
流
さ
れ
る
と
い

う
災
害
に
襲
わ
れ
て
、
チ
ョ
キ
ダ
ー
ル
小
屋
（
監
視
小
屋
）

も
崩
壊
、
流
出
し
、
用
水
路
が
土
石
流
に
埋
め
つ
く
さ
れ

て
し
ま
う
災
難
に
も
見
舞
わ
れ
て
い
た
。

幸
い
取
水
口
の
本
体
自
体
は
頑
丈
な
構
造
物
で
ビ
ク
と

も
せ
ず
、
ま
た
用
水
路
も
大
量
の
土
石
を
取
り
除
い
た
後

に
は
蛇
罷
が
元
通
り
に
姿
を
現
し
、
期
せ
ず
し
て
先
人
達

の
技
術
の
結
晶
が
証
明
さ
れ
た
出
来
事
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
の
周
辺
に
は
再
度
の
災
害
に
備
え
堤
防
を
嵩

く
築
い
て
い
た
の
で
、
そ
の
除
去
と
整
地
作
業
を
し
な
け

れ
ば
資
材
搬
入
の
ト
ラ
ソ
ク
や
重
機
類
も
入
れ
な
い
状
態

の
ま
ま
で
あ
る
。
先
ず
は
ロ
ー
ダ
ー
（
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
）

で
大
量
の
土
を
、
土
石
流
で
出
来
た
爪
跡
の
溝
に
埋
め
込

む。
駐
車
場
も
元
の
広
さ
ぐ
ら
い
ま
で
土
砂
を
除
去
し
、

ニ

日
間
を
費
や
し
て
ど
う
や
ら
大
型
車
が
回
転
出
来
る
程
に

な
り
、
作
業
ペ
ー
ス
を
取
り
戻
す
こ
と
が
出
来
た
。

取
水
口
の
嵩
上
げ
に
は
鉄
筋
を
入
れ
、
更
に
四
五
セ
ン

チ
背
を
高
く
し
た
が
、
隣
接
す
る
周
辺
の
改
修
工
事
に
手

間
が
掛
か
る
。

こ
こ
の
地
形
は
国
道
を
挟
ん
で
、
取
水
口
の
横
か
ら
延

び
る
奥
深
い
谷
が
入
り
込
ん
で
お
り
、
広
い
扇
状
地
の
付

け
根
の
部
分
に
取
水
口
は
位
置
し
て
い
る
。

普
段
は
涸
れ
川
の
状
態
だ
が
、
谷
の
上
流
部
で
夏
特
有

の
局
地
的
集
中
豪
雨
が
降
れ
ば
、
保
水
性
の
無
い
岩
山
の

苦
し
み
に
比
例
し
て
楽
し
み
も

用水路取水口の改修工事中の鬼木ワーカー

谷
問
を
一
気
に
鉄
砲
水
と
な
り
流
れ
下
っ
て
く
る
。
そ
れ

で
も
自
然
に
出
来
た
涸
れ
川
の
流
路
は
私
達
の
建
造
物
を

守
っ
て
く
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
国
道
の
舗
装
工
事
を
請

ふ
さ

け
負
っ
た
イ
ン
ド
の
会
社
が
涸
れ
川
を
塞
ぐ
よ
う
に
砕
石

置
ぎ
場
の
山
を
築
い
て
し
ま
っ
た
。
行
く
手
を
阻
ま
れ
た

土
石
流
は
進
路
を
変
え
、
私
た
ち
の
用
水
路
を
襲
っ
た
。

い
わ
ば
人
災
的
要
素
に
よ
る
予
期
せ
ぬ
出
来
事
で
あ
っ
た
。

今
は
涸
れ
川
の
問
題
の
箇
所
も
既
に
修
復
工
事
は
終
わ

っ
て
い
る
が
、
度
重
な
る
大
い
な
る
自
然
の
力
の
前
に
予
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私
の
現
場
に
お
も
し
ろ
い
お
じ
さ
ん
が
い
る
。
名
前
は
ム

,
v
i
 

ー
ミ
ン
・
ハ
ー
ン
。
歳
は
彼
日
く
、
五
二
、
三
歳
だ
そ
う
だ
。

私
に
は
四
五
、
六
歳
ぐ
ら
い
に
見
え
る
。
去
年
ブ
デ
ィ
ア
ラ

イ
の
現
場
作
業
が
始
ま
っ
た
一
一
月
頃
か
ら
の
付
き
合
い
だ
。

普
段
は
お
と
な
し
く
無
口
で
あ
る
。
ひ
げ
面
が
妙
に
か
わ
い

い
お
じ
さ
ん
だ
。
日
本
の
ア
ニ
メ
の
ム
ー
ミ
ン
が
年
を
と
っ

て
ひ
げ
を
は
や
す
と
こ
ん
な
感
じ
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
と
ち

よ
っ
と
想
像
す
る
。
実
際
の
彼
の
表
情
を
見
せ
ら
れ
な
い
の

が
残
念
だ
。
仕
事
態
度
は
非
常
に
波
が
あ
り
、
今
日
は
よ
く

仕
事
を
し
て
い
る
な
あ
と
思
い
き
や
、
次
の
日
に
は
魂
が
抜

け
た
か
の
ご
と
く
呆
然
と
、
た
だ
、
た
だ
、
突
っ
立
っ
て
い

る
。
ま
あ
、
突
っ
立
っ
て
い
る
と
き
の
方
が
多
い
の
だ
ろ
う

け
れ
ど
。
そ
ん
な
彼
を
バ
カ
に
す
る
よ
う
な
人
が
時
々
い
る

普
段
は
無
口
な
お
じ
さ
ん

灌
漑
用
水
路
建
設
担
当
況
生
膝
吉
〖

断
は
許
さ
れ
な
い
。
精
根
込
め
て
作
っ
た
物
を
再
度
作
り

直
す
こ
と
に
な
り
、
多
少
の
無
念
な
思
い
は
あ
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
当
初
か
ら
一
緒
に
汗
を
流
し
た
メ
ー
ソ
ン
（
石

エ
・
左
官
）
達
と
働
い
て
い
る
と
当
時
の
思
い
出
も
甦
り
、

楽
し
さ
も
倍
加
す
る
現
場
と
な
っ
た
。

ア
フ
ガ
ン
の

「
ム
ー
ミ
ン
」

の
IJ
め
ん

駐
車
場
の
二
方
を
囲
む
ニ
・
五

m
程
の
高
さ
の
法
面

（
斜
面
）
は
、
前
皿
の
よ
う
に
石
積
み
と
す
る
。
あ
と
は

チ
ョ
キ
ダ
ー
ル
小
屋
の
再
建
だ
が
、
そ
の
前
に
ガ
ン
ベ
リ

ー
砂
漠
へ
の
扉
と
な
る
、
主
水
路
の
水
門
作
り
が
待
っ
て

い
る
。
次
の
課
題
を
終
え
て
、
冬
が
来
る
前
に
は
チ
ョ
キ

が
、
彼
は
め
げ
な
い
。
め
げ
な
い
と
言
う
か
、
彼
は
果
た
し

て
周
り
の
人
が
話
し
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
と
思
う
こ
と
が
時
々
あ
る
。

以
前
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
猫
車
に
積
ん
で
移
動
す
る
と
き

に
ち
ょ
っ
と
し
た
坂
道
が
あ
っ
た
の
で
ム
ー
ミ
ン
・
ハ
ー
ン

に
、
猫
車
を
坂
道
の
と
こ
ろ
で
引
っ
張
っ
て
や
っ
て
く
れ
と

言
っ
た
。
一
応
彼
は
う
な
ず
き
、
坂
道
の
と
こ
ろ
ま
で
移
動

し
た
の
だ
が
、
猫
車
が
次
か
ら
次
へ
と
坂
道
の
と
こ
ろ
に
来

て
も
彼
は
い
っ
こ
う
に
手
を
貸
そ
う
と
せ
ず
に
、
な
に
か
、

こ
う
、
口
を
ち
ょ
と
あ
け
て
、
中
空
を
見
つ
め
て
、
じ
っ
と

突
っ
立
ち
、
機
能
停
止
。
な
ん
で
私
は
こ
ん
な
人
と
毎
日
仕

事
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
つ
つ
、
ム
ー
ミ
ン
・
ハ
ー

ン
！
と
呼
ぶ
と
、
も
そ
っ
と
反
応
あ
り
。

私
を
見
つ
め
て
、
何
？
何
か
用
？
と
で
も
言
い
た
い

様
子
。
猫
車
を
引
け
、
と
一
喝
。
あ
、
そ
う
そ
う
、
そ
れ
、

と
私
が
最
初
に
彼
へ
伝
え
た
こ
と
を
今
思
い
出
し
た
か
の
よ

う
に
猫
車
を
引
き
始
め
る
の
だ
が
、
何
と
も
頼
り
な
く
、
し

ま
い
に
は
別
の
人
が
彼
の
代
わ
り
に
猫
車
を
引
く
始
末
。
そ

の
横
で
ム
ー
ミ
ン
・
ハ
ー
ン
は
ま
た
中
空
に
何
か
を
見
つ
け

た
様
子
。

「
ガ
ラ
ム
・
ム
サ
ラ

i
!」

そ
ん
な
彼
も
仕
事
を
す
る
と
き
が
あ
る
。
い
つ
ぞ
や
煉
瓦

積
み
の
仕
事
で
彼
が
モ
ル
タ
ル
を
猫
車
で
運
ん
で
い
る
と
き

ダ
ー
ル
小
屋
も
建
築
す
る
と
し
よ
う
。

こ
う
や
っ
て
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
継
続
出
来
る
の
も

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
々
貝
の
皆
様
や
、
多
く
の
支
援
者
の

方
々
の
お
陰
で
あ
り
、
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

だ
っ
た
。
ガ
ラ
ム
・
ム
サ
ラ
ー
・
ガ
ラ
ム
・
ム
サ
ラ
ー
・

ラ
ム
・
ム
サ
ラ
ー
1
・
ガ
ラ
ム
・
ム
サ
ラ
ー
・
ガ
ラ
ム
・
ム
サ

ラ
ー
・
ガ
ラ
ム
・
ム
サ
ラ
ー
！
と
大
き
な
声
で
叫
び
な
が

ら
モ
ル
タ
ル
を
運
ん
で
い
た
。
あ
っ
ち
で
、
モ
ル
タ
ル
持
っ

て
来
い
と
い
う
声
が
上
が
れ
ば
、
あ
っ
ち
に
行
き
。
こ
っ
ち

で
モ
ル
タ
ル
持
っ
て
米
い
と
言
う
声
が
上
が
れ
ば
、
こ
っ
ち

に
来
て
。
そ
の
時
は
誰
よ
り
も
彼
が
一
番
仕
事
を
し
て
い
た
。

そ
れ
に
し
て
も
あ
の
掛
け
声
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
ガ
ラ

ム
・
ム
サ
ラ
っ
て
、
熱
い
モ
ル
タ
ル
？
つ
ま
り
出
来
た
て

ホ
カ
ホ
カ
の
モ
ル
タ
ル
と
言
う
こ
と
か
？

ブ
デ
ィ
ア
ラ
イ
の
仕
事
が
終
わ
り
、
私
の
仕
事
も
規
模
を

縮
小
す
る
と
き
が
来
た
。
今
ま
で
雇
っ
て
い
た
人
達
を
少
し

ず
つ
少
な
く
し
て
い
き
、
六
0
人
が
四
0
人
に
減
り
、
四
〇

人
が
一
―
1
0
人
に
減
る
と
き
に
ム
ー
ミ
ン
・
ハ
ー
ン
に
も
辞
め

て
も
ら
っ
た
。
辞
め
て
も
ら
っ
て
一
ヶ
月
ほ
ど
後
に
、
他
の

．

ェ
ン
ジ
ニ
ア
に
雇
わ
れ
て
仕
事
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
再
会
。

こ
こ
で
働
い
て
る
の
か
、
そ
う
か
、
良
か
っ
た
な
と
少
し
話

し
て
別
れ
た
き
り
最
近
会
っ
て
い
な
い
。
今
頃
、
何
処
で
何

を
し
て
い
る
の
か
。
私
の
仕
事
も
、
も
う
少
し
で
忙
し
く
な

る
の
で
ま
た
来
て
欲
し
い
の
だ
が
。

そ
う
言
え
ば
彼
の
ひ
げ
は
何
だ
か
黄
色
が
か
っ
て
い
た
よ

う
な
気
が
す
る
ん
だ
け
れ
ど
、
あ
れ
は
何
で
な
ん
だ
ろ
う
。

記
憶
違
い
か
な
？
ま
あ
、
次
に
あ
っ
た
と
き
に
で
も
聞
い

て
み
よ
う
と
思
う
。

ガ
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で
あ
る
リ
ー
シ
ュ
マ
ニ
ア
な
ど
は
病
院
よ
り
も
圧
倒
的
に

P
M
S
本
院
／
臨
床
検
査
技
師

人
材
難
の
中
で

坂
尾
美
知
子

検
壺
室
で
働
き
五
年
近
く
に
な
り
ま
す
。
当
初
共
に
働
．

い
た
ス
タ
ッ
フ
も
今
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
。
病
院
検
査
室

で
は

一
番
古
い
ス
タ
ッ
フ
が
二
年
、
つ
い
で

一
年
、
四
ヶ

月
で
、
全
員
パ
キ
ス
タ
ン
人
で
す
。

現
在
パ
キ
ス
タ
ン
人
の
ア
フ
ガ
ン
ビ
ザ
取
得
が
難
し
く
、

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
ヘ
送
る
ス
タ
ッ
フ
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
ず
、
今
年
三
月
に
雇
っ
た
経
験
浅
い

ア
フ
ガ
ン
人
ス
タ
ッ
フ
一
人
に
任
せ
て
い
る
状
況
で
す
。

彼
は

一
月
半
を
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
、
残
り
五
日
ほ
ど
ま
と
め

て
休
暇
、
そ
し
て
一

0
日
ほ
ど
病
院
で
研
修
・
勤
務
の
後
、

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
に
戻
り
ま
す
。

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
で
検
査
し
終
わ
っ
た
標
本
は
送
り
返
し

て
も
ら
い
、
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
・
本
人
で
再
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
ま
す
。
標
本
の
再
チ
ェ
ッ
ク
は
、

一
人
勤
務
で
も
手

を
抜
か
な
い
よ
う
に
と

一
年
半
ほ
ど
前
か
ら
始
め
た
事
で

す
が
、
実
際
に
し
て
み
る
と
マ
ラ
リ
ア
や
皮
膚
の
風
土
病

英
語
力
の
あ
る
新
人
技
師
に

期
待
し
て
い
ま
す

ス
タ
ッ
フ
の
入
れ
替
わ
り
が
激
し
く
技
術
習
得
に
追
わ

れ
、
ま
た
こ
の

一
年
半
程
は
現
地
技
師
が
不
在
で
技
術
補

佐
員
と
訓
練
生
の
み
で
あ
っ
た
た
め
、
な
か
な
か
系
統
だ

っ
た
学
習
が
難
し
い
状
況
で
し
た
。
パ
シ
ュ
ト
ウ
ン
語
の

本
で

一
時
学
習
が
進
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
ア
フ
ガ
ン
・

パ
シ
ュ
ト
ウ
ン
で
あ
り
、
中
心
と
な
る
ア
フ
ガ
ン
人
が
い

な
く
な
り
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。

最
近
や
っ
と
大
学
・
検
査
技
師
の
学
校
（
二
年
）
を
出

た
ス
タ
ッ
フ
が
入
職
し
、
彼
を
中
心
に
英
語
の
教
科
告
に

よ
る
学
習
が
再
開
し
ま
し
た
。
彼
が
英
語
で
読
み
、
パ
シ

ュ
ト
ン
語
で
説
明
し
、
そ
の
後
二
人
の
ス
タ
ッ
フ
も
声
を

出
し
て
読
み
ま
す
。
声
を
出
し
て
英
語
を
読
む
こ
と
に
首

専
門
大
卒
の
技
師
が
入
職

クリニックで陽性例が多いので、病院のスタッフ

にとってもよい経験になっています。

今年に入り病棟回診に検在室からは参加しなく

なりました。その時間を実技・学習に力を注ぐよ

うにとの意図です。リーシュマニアの標本作成や

ハンセン氏病の検査の技術向上のため、医師や退

職した技師の協力も頂いて進めています。

病棟回診に参加しなくなったのには、女性患者

とのトラブルで免職になった技師の痛い経験から

でもあります。看護部や経理や多くの方の協力も

得て、患者さんとの接触を少しでも減らすように

と外来ルートを変更したり、検体置き場を新たに

作ったりしましたが防ぐことができなかったのは

残念です。

わで＊の用 ハか＊ ▼' お対象 お ＊ ▼ 
りおーで済ガつ会報未、願 送雙寄附を
と送 部 ご み キて いとり云
しり地理ハ等おの使、ぃな下は

てし域解ガおり発用ヽたりさ法格人し
未ての下キ送ま送等 の しまつ

使お方さ・りす 切ませた てfこ‘
用り々い切ぃ ゜の手すんごを
切まヘ-手た未通 、 0 O 寄持

手 すの はだ｛吏信費 予付たさ
でが会 受しナ用 ハ めになる
支‘報 けれのにガ ごつい皆さ
払 そは 付 ば切手‘キ 了い―
つの-, しナ幸 年 承て任
て際料金 てぃ．数間を 頂は意ま
おも おで書 l き金税団ヘ
り料別 りすき百・ ま 体▼
ま金納 ま 。オ員万 す控一

すの四郵 せ＾じ円 ょ除で
゜代 ん 使のか ぅのす

、。

を
振
っ
て
い
た
ス
ッ
タ
フ
に
は
大
き
な
前
進
で
す
。
試
薬

や
機
械
の
説
明
書
は
英
語
の
た
め
、
英
語
が
読
め
る
、
理

解
で
き
る
と
い
う
事
は
現
地
で
は
重
要
で
す
。

条
件
的
に
は
日
本
の
よ
う
に
恵
ま
れ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、

そ
の
分
技
師
と
し
て
意
欲
を
か
き
立
て
ら
れ
る
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
す
。
自
分
の
目
で
観
察
す
る
こ
と
の
大
き

さ
・
喜
び
を
感
じ
る
日
々
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
間
支
え
て
下
さ
っ
た
ま
わ
り
の
方
々
、
現
地
を
暖

か
く
見
守
り
支
え
て
く
だ
さ

っ
た
日
本
の
皆
様
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
現
地
に
参
加
し
た
い
と
思
わ
れ
る

技
師
の
方
の
出
現
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
中
で
も
辺
境
地
に
位
置
す
る
ダ
ラ
，

エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
で
は
、
時
折
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
て
く
る

内
乱
や
テ
ロ
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
が
ま
る
で
遠
い
地
の
出
来

事
の
よ
う
で
、
山
積
み
の
書
類
に
追
わ
れ
る
単
調
な
日
々

に
自
分
が
異
国
に
い
る
事
を
忘
れ
て
し
ま
う
時
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
ふ
と
事
務
作
業
の
手
を
止
め
て
診
療
所
を

眺
め
て
み
る
と
青
い
ブ
ル
カ
を
被
っ
て
診
療
を
待
っ
女
性

患
者
さ
ん
達
が
何
十
人
も
ベ
ン
チ
に
並
ん
で
座
っ
て
い
る

光
景
が
目
に
入
り
、
や
っ
ば
り
ア
フ
ガ
ン
に
い
る
ん
だ
と

ふ
つ
ふ
つ

い
う
実
感
が
沸
々
と
湧
い
て
き
ま
す
。

気
が
付
く
と
診
療
所
に
勤
務
し
て
一
年
が
経
ち
、
普
段

自
分
で
は
気
付
か
な
い
自
分
の
成
長
も
他
人
の
一
言
で
気

付
か
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
農
業
計
画
担
当
の
進
藤

さ
ん
が
私
に
用
が
あ
り
診
療
所
に
立
ち
寄
っ
た
時
に
「
キ

リ
の
い
い
所
で
竹
内
さ
ん
に
話
か
け
よ
う
と
思
っ
て
背
後

で
待
っ
て
た
ん
だ
け
ど
、
全
然
な
く
て
。
一
人
受
付
が
終

わ
る
と
一
秒
ぐ
ら
い
間
が
あ
る
と
思
っ
て
た
ん
だ
け
ど
、

そ
れ
も
な
く
て
。
い
や
ー
恐
か
っ
た
（
お
そ
ら
く
受
付
の

業
務
が
）
」
。
と
言
わ
れ
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
以
前
は
我

患
者
と
の
や
り
と
り
が
楽
し
み
に

ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
診
療
所
受
付
砂
リ
内
は
央
介
～

パ
シ
ャ
イ
ー
語
も
徐
々
に
習
得

先
に
と
殺
気
立
っ
て
受
付
に
群
が
る
患
者
さ
ん
に
私
も
圧

倒
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
い
つ
の
間
に
か
現
地
の
人
と

触
れ
合
え
る
楽
し
い
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

山
の
女
性
患
者

受
付
で
苦
労
し
た
の
は
パ
シ
ュ
ト
ゥ
語
が
通
じ
な
い
ワ

イ
ガ
ル
村
か
ら
の
女
性
患
者
さ
ん
と
の
や
り
と
り
で
し
た
。

ワ
イ
ガ
ル
は
診
療
所
よ
り
更
に
車
で
行
け
る
所
ま
で
奥
に

行
き
、
そ
こ
か
ら
山
道
を
四
0
分
ぐ
ら
い
歩
い
て
や
っ
と

村
の
入
り
口
ま
で
た
ど
り
着
け
る
と
い
う
、
ま
さ
に
辺
境

の
地
。
そ
こ
で
は
女
性
は
ブ
ル
カ
を
か
ぶ
ら
ず
伝
統
衣
装

を
着
て
、
パ
シ
ャ
イ
ー
語
（
山
の
言
葉
）
も
他
の
村
の
人

な
ま

達
よ
り
訛
り
が
と
て
も
強
い
よ
う
で
す
。

そ
ん
な
辺
境
地
か
ら
ワ
イ
ガ
ル
の
患
者
さ
ん
達
は
四
時

間
以
上
か
け
て
子
供
を
背
負
い
な
が
ら
診
療
所
ま
で
来
ま

す
。
受
付
で
は
名
前
、
父
親
の
名
前
、
年
齢
を
一
人
一
人

聞
い
て
い
く
の
で
す
が
、
彼
女
達
は
連
れ
の
患
者
さ
ん
の

名
前
を
四
、
五
人
一
気
に
言
っ
て
き
ま
す
。
私
も
片
言
の

パ
シ
ャ
イ
ー
語
で
年
齢
を
聞
く
の
で
す
が
、
と
に
か
く
患

者
さ
ん
の
名
前
を
繰
り
返
し
て
言
っ
て
く
る
の
で
す
。
見

か
ね
て
周
り
の
人
が
「
何
歳
な
の
？
」
と
合
唱
し
は
じ
め

て
、
や
っ
と
気
付
い
て
年
齢
を
言
っ
て
く
れ
ま
す
（
周
り

が
わ
か
っ
て
い
る
の
で
私
の
パ
シ
ャ
イ
ー
語
は
な
ん
と
か

通
じ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
）
。

私
も
初
め
は
人
の
話
を
聞
か
な
い
人
達
と
思
い
込
ん
で

い
た
の
で
す
が
、
あ
る
日
も
し
か
し
た
ら
彼
女
達
も
緊
張

し
て
い
る
の
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

考
え
て
み
れ
ば
普
段
外
国
人
（
し
か
も
男
性
）
と
接
す
る

機
会
は
な
く
、
外
国
人
男
性
か
ら
処
方
箋
を
受
け
と
る
の

も
彼
女
逹
に
と
っ
て
は
冒
険
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
私
自

＊
ご
寄
付
を
お
送
り
下
さ
っ
た
郵
便
払
い
込
み
用
紙

は
、
郵
便
局
か
ら
は
コ
ピ
ー
が
届
き
ま
す
の
で
、
文

字
が
に
じ
ん
だ
り
、
か
す
れ
て
判
読
し
づ
ら
い
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
。
楷
書
で
分
か
り
や
す
く
ご
記
入
い

た
だ
け
れ
ば
大
変
助
か
り
ま
す
。

▼
郵
便
払
込
票
の
記
入
は
分
か
り
や
す
く
▼

▼
郵
送
方
法
の
変
更
に
つ
い
て
▼

＊
一
部
地
域
の
方
々
へ
は
発
送
代
行
業
者
を
通
し
て

別
納
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。
差
出
人
欄
に
代
行
業
者

名
が
記
載
さ
れ
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

身
受
付
は
と
て
も
緊
張
し
て
い
た
の
で
す
が
、
相
手
も
同

じ
よ
う
に
緊
張
し
て
い
た
と
思
う
と
な
ん
か
親
近
感
が
湧

い
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
以
後
私
も
パ
シ
ャ
イ
ー
語
を
覚
え

る
よ
う
に
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と

相
手
も
安
心
し
ス
ム
ー
ズ
に
受
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

初
め
は
先
入
観
が
邪
魔
し
て
見
え
な
か
っ
た
こ
と
が
、

時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
見
え
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

生
ま
れ
た
場
所
、
文
化
が
違
え
ど
同
じ
人
間
。
少
し
現
地

の
視
点
で
物
事
を
見
つ
め
る
と
素
朴
で
親
切
で
陽
気
で
誇

り
高
い
、
そ
し
て
少
し
不
器
用
な
ア
フ
ガ
ン
人
の
姿
が
見

え
て
き
ま
す
。
私
が
こ
の
一
年
間
で
得
た
事
は
心
か
ら
ア

フ
ガ
ン
人
が
好
き
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
援
助
な

ど
と
い
う
上
か
ら
物
を
見
る
立
場
で
は
な
く
、
同
じ

P
M

s職
員
と
し
て
現
地
ス
タ
ッ
フ
と
力
を
合
わ
せ
て
こ
れ
か

ら
も
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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●
用
水
路
完
成
式
典
に
参
加
し
て

砂
漠
だ
っ
た
四
年
前
が

想
像
で
き
な
い
光
景
で
し
た

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局

「
ア
ッ
ラ
ー
ア
ク
バ
ル
！
（
神
は
偉
大
な
り
）
」
。
現
地

で
何
か
あ
っ
た
ら
叫
ぼ
う
か
な
と
思
っ
て
い
た
言
葉
で
す
。

用
水
路
の
第

一
期
工
事
完
成
祝
い
の
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参

加
す
る
為
、
四
月
末
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
ヘ
行
っ
て
き
ま
し

た
。
治
安
の
悪
さ
が
伝
え
ら
れ
、
不
安
が
な
か
っ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
気

持
で
し
た
。
め
だ
た
な
い
よ
う
に
、
女
性
達
は
地
味
な
色

の
コ
ー
ト
と
ベ
ー
ル
で
身
を
包
み
ま
し
た
。
日
中
戸
外
は

四
0
度
近
く
も
あ
り
そ
う
で
し
た
が
、
現
地
の
風
習
に
従

い
ま
し
た
。

国
境
の
町
ト
ル
ハ
ム
に
は
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
か
ら
芹
沢

さ
ん
が
迎
え
に
き
て
下
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
最
初
に
訪
ね
た

の
は
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
農
場
。
伊
藤
さ
ん
や
進

藤
さ
ん
に
畑
を
案
内
し
て
も
ら
い
、
協
力
農
家
の
ア
キ
ル
シ

ャ
ー
さ
ん
に
は
お
茶
を
ご
ち
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
彼
は
民

族
楽
器
フ
バ
ー
プ
（
桑
の
木
で
作
っ
た
弦
楽
器
）
の
名
手
で

も
あ
り
、
楽
器
も
作
る
優
秀
な
農
民
な
の
で
す
。
雪
を
い
た

だ
く
山
並
が
美
し
い
こ
の
村
で
、
色
々
な
作
物
品
種
の
試
験

栽
培
が
ゆ
っ
く
り
し
か
し
着
実
に
成
呆
を
あ
げ
て
い
る
な
か
、

「
サ
ツ
マ
イ
モ
誕
生
の
地

P
M
S
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

書
か
れ
た
看
板
が
目
を
ひ
き
ま
し
た
。
農
業
は
こ
れ
か
ら
も

野
田
智
子

(
1
)
 

三
年
八
ヶ
月
ぶ
り
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
。

P
M
S
に
落

く
と
ス
タ
ッ
フ
が
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
私
も
い
つ

も
の
よ
う
に
挨
拶
し
ま
す
。
「
ア
ッ
サ
ラ
ー
ム
ア
レ
イ
ク

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
臨
生
野
洋
四
ナ

●
用
水
路
完
成
式
典
に
参
加
し
て

用
水
路
よ
、

永
遠
に
！

(
2
)
 

楽
し
み
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

次
に
竹
内
さ
ん
が
働
く
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
へ
。
患
者

さ
ん
は
ひ
っ
き
り
な
し
で
、
た
っ
た
一
人
の
ド
ク
タ
ー
の
診

察
時
間
は
ひ
と
り
数
分
、
順
番
を
争
っ
て
患
者
さ
ん
同
士
が

時
折
激
し
い
喧
嘩
を
す
る
そ
う
で
す
。
竹
内
さ
ん
は
ど
う
や

っ
て
患
者
さ
ん
達
を
整
理
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

翌
日
は
い
よ
い
よ
水
路
を
見
学
。
筆
舌
に
尽
く
せ
ぬ
幾

多
の
闘
い
を
経
て
完
成
し
た
、
中
村
先
生
の
「
不
屈
の
意

志
と
忍
耐
と
汗
の
結
品
」
で
す
。
最
初
の
難
関
だ
っ
た
取

水
口
で
は
、
中
村
先
生
に
怒
鳴
ら
れ
な
が
ら
と
も
に
必
死

で
働
き
任
務
を
終
え
た
、
な
っ
か
し
い
日
本
人
ワ
ー
カ
ー

た
ち
の
顔
が
浮
か
び
ま
し
た
。

ク
ナ
ー
ル
河
の
側
で
ダ
ン
プ
カ
ー
と
と
も
に
工
事
中
だ
っ

た
中
村
先
生
は
赤
銅
色
に
日
焼
け
さ
れ
、
ど
こ
か
ら
見
て
も

「
ド
ク
タ
ー
」
な
ら
ぬ
立
派
な
「
土
建
屋
さ
ん
」
で
し
た
。

近
く
の
岩
山
か
ら
見
下
ろ
す
と
収
穫
を
待
っ
黄
金
色
の
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
麦
畑
が
一
面
に
広
が
り
、
砂
漠
化
し
て

い
た
元
の
光
景
を
全
く
想
像
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
人
ワ
ー
カ
ー
た
ち
が
現
地
の
人
達
と
現
地
の
言
葉
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
姿
は
、
「
語
学
の
オ

し

9

の
な
い
日
本
人
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
ワ
ー
カ
ー
日
<
、

中
村
先
生
に
作
業
の
状
況
を
報
告
す
る
と

「君
は
そ
こ
で
何

を
し
た
か
？
」
と
聞
か
れ
る
の
だ
そ
う
で
す
。

水
跨
の
上
を
ア
メ
リ
カ
の
軍
用
ヘ
リ
が
毎
日
飛
ん
で
ゆ
き

ま
し
た
。
道
路
で
ア
メ
リ
カ
軍
の
車
に
す
れ
違
う
時
、
こ
ち

ら
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
車
を
止
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ト
ル
ハ
ム
の
パ
ス
ボ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
の
係
官
は
、
私
達

に
P
M
S
が
掘

っ
た
井
戸
の
水
を
す
す
め
な
が
ら
言
い
ま

し
た
。

「
色
々
な
国
か
ら
金
を
稼
ぎ
に
く
る
。
し
か
し
日
本
人

だ
け
が
仕
事
の
結
果
を
残
し
て
い
く
」
。

何
か
起
こ

っ
た
ら
叫
ぶ
予
定
だ
っ
た
言
葉
は
、
旅
の
途

中
か
ら
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
ま
し
た
。
ア
ッ
ラ
ー
が
守
っ

て
下
さ
っ
た
よ
う
で
す
。

ム」
。

私
は
二

0
0
0
年
六
月
か
ら
二
0

0
三
年
八
月
ま
で
年

二
1
三
回
一
ヶ
月
半
程

P
M
S
に
行
き
、
会
計
の
手
伝
い

を
し
ま
し
た
。
最
初
は
日
本
で
必
要
な
現
地
会
計
書
類
を

整
理
し
て
持
ち
帰
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
現
地
の

会
計
も
公
に
通
用
す
る
複
式
簿
記
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
当
時
の
担
当
ワ
ー
カ
ー
だ
っ
た
藤
井
さ
ん
と
話

し
合
い
な
が
ら
少
し
づ
つ
変
え
て
い
き
ま
し
た
。
藤
井
さ

ん
は
会
計
は
全
く
経
験
が
な
く
理
解
し
て
も
ら
う
の
に
大

変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
そ
の
弟
子
の
二
人

の
ス
タ
ッ
フ
（
シ
ャ
ザ
ー
ド
と
シ
ャ
ヒ
ッ
ド
）
が
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
使
っ
て
し
つ
か
り
と
仕
事
を
し
て
い
て
、
現
会
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計
担
当
の
村
井
さ
ん
の
「
彼
ら
が
い
る
の
で
留
守
に
し
て

も
安
心
」
と
の
言
葉
を
聞
く
と
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

さ
て
今
回
の
訪
問
は
用
水
路
の
第
一
期
工
事
完
成
式
典

出
席
の
た
め
の
事
務
局
視
察
団
と
し
て
で
し
た
の
で
、
す

ぐ
に
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
ヘ
出
発
し
ま
し
た
。
カ
イ
バ
ル
峠

を
通
り
、
ト
ル
ハ
ム
の
国
境
へ
の
道
は
土
色
の
岩
山
だ
っ

た
の
が
緑
が
多
く
な
り
驚
き
ま
し
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
政
府

が
緑
化
運
動
を
推
進
し
豆
科
の
植
物
や
乾
燥
に
強
い
木
を

き
ょ
う
ち
く
と
う

植
え
て
い
て
、
時
折
見
え
る
央
竹
桃
の
薄
桃
色
の
花
が
目

を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
、
危
険
地
域
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ

て
し
ま
い
そ
う
で
し
た
。

ト
ル
ハ
ム
の
国
境
を
過
ぎ
る
と
す
ぐ

P
M
S
の
井
戸
が

見
え
ま
す
。
四
華
の
井
戸
は
、
水
が
な
く
て
パ
キ
ス
タ
ン 用水路完成セレモニーに出向いた事務局一行。後ろは用水路によって

耕地となった田畑（前列左端が藤野、中央が野田）

ン
！

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

側
か
ら
も
ら
い
水
を
し
て
い
た
ア
フ
ガ
ン
側
の
人
々
に
と

っ
て
、
ど
れ
ほ
ど
の
恩
恵
が
あ
る
か
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

国
境
を
過
ぎ
て
し
ば
ら
く
行
く
と
オ
リ
ー
ブ
畑
が
砂
漠
の

中
に
見
え
て
き
ま
す
。
こ
こ
は
四
万
年
前
に
ロ
シ
ア
が
作

っ
た
水
路
が
延
々
と
六
0
k
m
流
れ
て
き
て
、
そ
の
水
で
潤

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
左
手
に
は
ス
ピ
ン
ガ
ル
（
白

い
山
）
が
頂
に
白
い
雪
を
冠
し
て
連
な
っ
て
い
ま
す
。
美

し
い
景
色
で
す
が
、
ア
フ
ガ
ン
で
山
と
雪
を
見
る
と
つ
い

あ
の
雪
は
解
け
て
し
ま
わ
な
い
の
か
、
大
丈
夫
か
と
心
配

に
な
り
ま
す
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
入
る
の
は
一
一
度
目
で
、
前
回
は
一
―

0
0
1
―
一
年
一
二
月
一
九
日
に
今
回
完
成
し
た
用
水
路
の
鍬
入

れ
式
が
あ
り
、
藤
田
さ
ん
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
厠
完
成
セ
レ
モ
ニ
ー
が
あ
っ
た
シ
ェ
イ
ワ
の

K
池

と
同
じ
場
所
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
辺
り
は
一
木
一
草

無
い
荒
地
で
本
当
に
こ
こ
ま
で
水
が
く
る
の
だ
ろ
う
か
と

半
信
半
疑
で
し
た
。
し
か
し
地
元
の
有
力
者
や
長
老
の
前

で
着
工
を
宣
言
し
た
か
ら
に
は
後
に
は
引
け
な
い
と
、
身

が
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

今
回
同
じ
場
所
で
完
成
の
式
典
に
出
席
で
き
た
事
は
感

慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
取
水
口
か
ら
全
長
一
―
―
―
キ
ロ
。

車
で
辿
る
事
は
簡
単
で
す
が
、
最
初
の
一
振
り
か
ら
最
後

ま
で
ス
コ
ッ
プ
を
ふ
る
っ
た
地
元
の
人
々
、
中
村
先
生
の

下
で
そ
れ
ぞ
れ
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
任
さ
れ
た
仕
事
を
や

り
遂
げ
た
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
の
青
年
達
、
自
ら
ユ
ン
ボ
に

乗
り
仕
事
の
先
頭
に
立
た
れ
た
中
村
先
生
の
ご
苦
労
を
思

う
と
、
こ
の
流
れ
が
絶
え
る
こ
と
な
く
乾
い
た
大
地
を
潤

し
、
人
々
に
豊
か
な
実
り
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
こ
と
を

顧
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
ゼ
ン
ダ
バ
ー
ド
、
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台
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達
は
神
の
名
を
叫

ずT
 

ん
で
は
什
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
報
せ
を
受
け
た
兵
士
の
家
族

ふぶ

で

ょ

達
も
ま
た
神
の
名
を
叫
ぶ
。

Ff
 

p
 

i
 

4

愛
、
歓
喜
、
嘆
き
、
怒
り
、
恐
怖
、
い
ず
れ
の
感
情
で
あ
れ
溢

TT
 

t

れ
出
る
表
現
と
し
て
人
間
は
叫
ぶ
。
声
に
は
出
さ
な
い
心
の

4

絶
叫
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
時
、
決
し
て
揺
る
が
な
い
至
高

T

ふ

p

ふ

の
存
在
あ
っ
て
の
叫
び
を
思
う
。

T

ふ

谷
に
こ
だ
ま
し
た
ア
ッ
ラ
ー
や
パ
ク
テ
ィ
ア
の
叫
び
、
ま

F

t

`

 

た
映
画
と
は
い
え
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
神
々
の
名
を
耳
に
し
、
宗

F

I
 ，
 

I

教
心
の
有
無
や
在
り
方
の
更
に
深
層
、
叫
び
の
芯
（
コ
ア
）
と

E

t
 

3
 

↑
 冒．

↑
 

’

で
も
い
う
存
在
を
考
え
る
。
。

一s. 

I
 

ふ

こ
の
列
島
に
生
き
て
き
た
民
族
は
、
何
を
ど
の
よ
う
に
、
今

r

4
 

1

賃
を
叫
ぶ
の
か
、
を
も
考
え
る
。

t

4
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小

林

晃

●
ワ
ー
カ
ー
0
B
報
告
④

現
地
で
の
経
験
を

地
域
医
療
に
生
か
し
て
い
ま
す

元
•
P
M
S
病
院
医
師

会
員
の
皆
様
、
大
変
ご
無
沙
汰
し
て
い
ま
す
。
私
は
一

九
九
七
年
か
ら
二

0
0
一
年
ま
で
、

P
M
S
医
師
と
し
て

妻
と
子
供
二
人
を
連
れ
現
地
で
活
動
し
ま
し
た
。
現
地
で

．

の
四
年
間
は
私
に
と
っ
て
楽
し
い
も
の
で
し
た
が
、
家
族

に
と
っ
て
は
苦
労
の
連
続
で
し
た
。
し
か
し
今
で
は
貴
重

な
体
験
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ひ

学
生
時
代
は
、
ア
ジ
ア
の
混
沌
と
し
た
所
に
惹
か
れ
、

何
度
か
放
浪
の
旅
に
出
か
け
、
卒
業
旅
行
で
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
を
訪
れ
、
ら
い
の
診
療
を
し
て
い
た
中
村
先
生
に
お
会

い
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
縁
も
あ
り
、
一
九
九
七
年
に

現
地
に
赴
任
し
ま
し
た
。
現
地
は
熱
帯
病
の
宝
庫
で
、
ら

い
、
腸
チ
フ
ス
、
マ
ラ
リ
ア
、
ア
メ
ー
バ
赤
痢
、
ま
た
回

虫
な
ど
の
寄
生
虫
疾
患
な
ど
が
見
ら
れ
、
結
核
に
関
し
て

は
、
肺
結
核
以
外
に
、
腸
結
核
、
腎
結
核
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
肺
外
結
核
も
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
の
専
門
知
識
を
活
か
し
、
腹
部
エ
コ
ー
で
腸
結
核
、

腎
結
核
、
胆
道
に
迷
入
し
た
匝
虫
な
ど
の
診
断
に
役
立
て

る
こ
と
が
で
き
、
腸
チ
フ
ス
は
発
熱
早
期
よ
り
腹
部
エ
コ

ー
で
腸
間
膜
リ
ン
パ
節
の
肥
厚
を
描
出
で
き
る
こ
と
が
わ

か
り
、
現
地
に
お
け
る
不
明
熱
の
自
分
な
り
の
診
断
過
程

を
確
立
し
ま
し
た
。
高
度
の
脱
水
の
コ
レ
ラ
患
者
を
救
命

で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
苦
い
恩
い
出
も
あ
り
ま
し
た

が
、
重
症
の
肺
炎
や
、
マ
ラ
ス
ム
ス
の
乳
幼
児
を
救
命
し

た
こ
と
な
ど
、
医
者
と
し
て
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
ま

し
た
。私

の
現
地
で
の
主
な
仕
事
は
、
当
時
、
完
成
し
た
ば
か

り
の

P
M
S
病
院
の
検
査
部
門
の
充
実
と
、
医
師
の
指
導

で
し
た
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど
の
医
療
機
器
を
一
円
で
も
安

＜
購
入
す
る
た
め
に
、
パ
キ
ス
タ
ン
国
内
を
奔
走
し
ま
し

た
。
私
が
指
導
し
た
若
い
医
師
は
勤
勉
で
、
優
秀
な
医
師

に
は
イ
ギ
リ
ス
の
熱
帯
医
学
校
に
留
学
さ
せ
ま
し
た
。
し

か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
医
師
が
そ
の
後
、
高
給
を
求
め
て
、

他
の

N
G
O
や
国
連
の
組
織
に
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
で
は
、
私
の
指
導
し
た
医
師
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な

い
の
を
聞
き
、
｛
叔
し
い
思
い
を
し
て
い
ま
す
。
現
地
で
本

当
に
必
要
と
し
て
い
る
の
は
高
度
な
医
療
技
術
で
な
く
、

感
染
症
な
ど
の
疾
患
を
中
心
と
し
、
ら
い
患
者
と
長
く
付

き
合
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
っ
た
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

私
が
赴
任
し
た
翌
年
、
一
番
下
の
娘
が
一
歳
に
な
っ
た

の
で
家
族
で
現
地
に
行
く
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
当
初
は

珍
し
い
こ
と
も
あ
り
、
楽
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

習
慣
の
巡
う
イ
ス
ラ
ム
社
会
で
幼
い
子
供
を
連
れ
て
家
族

が
暮
ら
す
の
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
、
現
地
の
ス
タ
ッ

フ
の
皆
様
に
大
変
な
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
三
年
間
は
何
と
か
続
け
る
こ
と
は
で
き
ま
し
た
が
、

と
う
と
う
妻
が
体
調
を
崩
し
、
帰
国
す
る
こ
と
に
決
め
ま

し
た
。帰

国
後
は
、
志
半
ば
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
と
、

中
村
先
生
の
い
わ
れ
る
「
世
界
で
も
っ
と
も
厳
し
い
所
」

で
活
動
し
て
い
く
の
に
自
分
自
身
の
精
神
力
の
な
さ
に
自

己
嫌
悪
に
陥
る
日
々
を
し
ば
ら
く
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
禅
寺
に
行
っ
て
坐
禅
を
組
ん
だ
り
、
四
国
へ
歩
き
遍

路
に
出
か
け
た
り
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
少
々
坐
禅
を
組

み
、
四
国
を
歩
い
た
だ
け
で
は
自
分
自
身
は
簡
単
に
は
変

わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
自
分
は
渇
愛
地
獄
に
陥
り
、

「
忘
己
利
他
」
の
精
神
に
欠
け
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
、

私
の
よ
う
な
凡
人
は
あ
ま
り
背
伸
び
を
す
る
と
志
が
、

「
心
を
刺
し
て
し
ま
う
も
の
」
に
な
り
、
「
今
で
き
る
こ
と

を
や
る
」
と
い
う
の
で
い
い
の
で
は
な
い
か
と
感
ず
る
よ

う
に
な
り
、
少
し
心
が
軽
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

一
昨
年
の
四
月
よ
り
、
タ
イ
の
マ
ヒ
ド
ン
大
学
へ
熱
帯

医
学
の
勉
強
に
行
き
ま
し
た
。
参
加
し
て
い
る
日
本
人
は

私
を
含
め
四
人
で
し
た
が
、
驚
い
た
こ
と
に
、
そ
の
中
の

二
人
は
私
の
矧
人
で
、
一
人
は
一
昨
年
の
一
月
ま
で
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
に
い
た
仲
地
先
生
で
し
た
。
大
学
の
授
業
を
受

け
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
経
験
し
た
こ
と
が
如
何
に
貴
重
な

も
の
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
り
ま
し
た
。
多
く
の
リ
ー
シ
ュ

マ
ニ
ア
患
者
や
ら
い
の
新
患
患
者
を
経
験
し
た
人
は
私
や

仲
地
先
生
以
外
に
は
講
師
で
さ
え
殆
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

P
M
S
病
院
の
よ
う
に
地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
を
行
え
る

ま
れ

N
G
o
組
織
は
世
界
で
も
稀
の
よ
う
で
す
。

現
在
は
、
徳
之
島
で
地
域
医
療
に
励
み
、
侮
日
多
く
の

患
者
さ
ん
を
診
療
し
て
い
ま
す
。
一

0
年
以
上
も
徳
之
島

し
た

に
い
る
と
多
く
の
患
者
が
私
を
慕
っ
て
き
て
く
れ
る
の
は

嬉
し
い
も
の
で
す
。
毎
年
秋
に
は
現
在
の
病
院
の
ス
タ
ッ

フ
有
志
の
お
か
げ
で
バ
ザ
ー
を
催
す
こ
と
が
で
き
、
少
額

で
す
が
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
に
募
金
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

お
陰
様
で
妻
も
子
供
た
ち
も
元
気
に
し
て
い
ま
す
。
中

村
先
生
に
遊
ん
で
い
た
だ
い
た
長
男
は
小
学
六
年
生
に
な

り
ま
し
た
。
以
前
、
長
女
に
冗
談
で
、
「
ま
た
、
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
に
行
こ
う
か
」
と
聞
い
た
所
、
「
パ
ー
ル
コ
ン
チ

ネ
ン
タ
ル
・
ホ
テ
ル
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
に
行
く

の
な
ら
行
く
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も
、
熱
風
が
吹

ふ

a"づ
ら

く
中
で
、
汗
を
拭
き
な
が
ら
、
髭
面
の
男
た
ち
と
囲
ん
で

チ
キ
ン
カ
ラ
イ
を
食
べ
た
く
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
「
私

い
ち
ぐ
う

の
で
き
る
こ
と
」
で
、
一
隅
を
照
ら
す
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
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畠盈讐

＊
泥
漑
用
水
路
の
第

一
期
工
事
十
三
キ
ロ
が
完
成
し
、
第
二

期
工
事
七
キ
ロ
の
着
工
式
も
兼
ね
て
四
月
二
十
三
日
、
現
地

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
っ
た
。
四
十
度
近
い

気
温
の
下
、
あ
で
や
か
な
色
彩
の
テ
ン
ト
は
現
地
有
力
者
や

日
本
大
使
館
関
係
者
を
含
め
た
三
百
人
で
埋
ま
り
、
民
族
音

楽
の
楽
隊
が
高
ま
る
気
分
を
さ
ら
に
高
揚
さ
せ
、
テ
ン
ト
の

外
は
地
元
の
農
民
や
子
ど
も
た
ち
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。

第
二
期
工
事
着
工
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
同
時
に
行
わ
れ
た
シ

ョ
ベ
ル
カ
ー
で
の
鍬
入
れ
式
を
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ

を
通
し
て
見
つ
め
て
い
た
片
方
の
目
か
ら
は
、
不
覚
に
も
涙

が
こ
ぼ
れ
た
。
削
り
取
っ
た
土
を
ダ
ン
プ
カ
ー
の
荷
台
に
遥

ん
だ
後
、
中
村
医
師
は
、
バ
ン
ザ
イ
を
す
る
よ
う
に
シ
ョ
ベ

ル
カ
ー
の
ア
ー
ム
を
高
く
上
げ
る
と
、
踊
る
よ
う
に
く
る
＜

る
と
旋
回
し
て
み
せ
た
。

用
水
路
の
建
設
に
着
手
し
た
の
は
二
0

0
三
年
の
三
月
十
九

日
米
軍
に
よ
る
イ
ラ
ク
侵
攻
の
前
日
で
あ
る
。
あ
れ
か
ら
四

年
、
第

一
期
全
長

ニ
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
十
二
万
本
の
柳
の

帯
を
縫
っ
て
一
日
五
0
万
ト
ン
の
水
が
流
れ
る
。
直
接
泄
漑

さ
れ
る
耕
地
は
約
九
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

砂
漠
化
し
た
無
人

地
帯
に
村
が
復
活
し
、
黄
金
色
の
小
麦
が
風
に
そ
よ
い
で
い

る
。
さ
ら
に
、
ク
ナ
ー
ル
河
沿
い
で
冬
期
渇
水
に
悩
む
地
域

約
六
0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
、
ケ
シ
を
作
ら
ず
小
麦
の
収
穫

が
保
障
さ
れ
る
。
従
事
し
た
の
は
現
地
農
民
延
べ

三
十
八
万

人
。
総
工
費
約
九
億
円
は
会
貝
・
支
援
者
の
会
費
と
寄
付
に

●
事
務
局
便
り

石風社福岡市中央区渡辺通2-3-24
TEL 092(714HB38 

アフガニスタンの
609円診療所から

筑岸書房青閉認翌禁累2-6-4

価格はすべて税込価格（税5%）です

よ
る
。
日
本
人
の
こ
こ
ろ
が
、
ア
フ
ガ
ン
の
大
地
に
静
か
に

刻
印
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

【
会
則
改
訂
の
お
知
ら
せ
】
六
月
二
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会

で
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
会
則
改
定
案
が
提
起
さ
れ
、
同

H
、

総
会
に
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
目
的
は
会
運
営
を
よ
り
円
滑

に
す
る
た
め
で
す
。
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

◎
村
か
ら

私
が
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
員
に
な
っ
た
の
は
、
十
年
以
上
前
で

す
が
、
会
費
を
送
る
だ
け
で
事
務
届
で
ど
う
い
う
作
業
を
さ

れ
て
い
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
子

育
て
も

一
段
落
し
、
ふ
と
事
務
局
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
さ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
何
か
私
に
も
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
と
覗
い
た
の
が
、

一
昨
年
で
し
た
。
今
で
は
、
い

ろ
い
ろ
な
年
代
の
人
た
ち
が
、
田
心
い
を
同
じ
に
し
て
活
動
し

て
い
る
こ
の
場
が
と
て
も
楽
し
く
一
週
間
行
か
な
い
と
寂
し

く
な
り
ま
す
。

一
番
、
驚
い
た
こ
と
は
、
多
く
の
会
員
を
抱

え
る
会
な
の
に
事
務
局
は
こ
れ
だ
け
の
ス
ペ
ー
ス
な
の
？
と

い
う
こ
と
。
た
く
さ
ん
の
会
報
を
こ
の
部
屋
か
ら
、
よ
く
発

送
で
き
る
も
の
だ
と
感
心
し
ま
す
。
ま
た
、
輪
ゴ
ム
や
ひ
も
、

紙
な
ど
も
無
駄
に
し
な
い
で
、
最
後
ま
で
使
う
と
い
う
精
神
。

寄
付
の
九
五
％
が
、
現
地
の
た
め
に
使
わ
れ
る
と
い
う
の
を
、

こ
こ
に
き
て
ほ
ん
と
に
そ
う
だ
と
感
じ
ま
す
。
自
分
の
小
さ

な
手
伝
い
が
役
に
立
っ
て
い
る
と
思
え
る
事
務
局
で
す
。

一

度
も
来
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
来
ら
れ
た
ら
、

き
っ
と
ま
す
ま
す
支
援
し
た
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

(S)
月

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西

辺
境
州
な
ら
び
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医

療
活
動
な
ど
を
支
援
し
、
必
要
な
情
宣
・
募

金
活
動
と
と
も
に
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
を
行
な

う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

③

本

会

は

、

思

想

・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、

「
支
え
あ
い
」
の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運

営
す
る
。

④
会
員
は
年
額
三
、

0
0
0
円
、
学
生
会
員
一
、

0
0
0
円
、
維
持
会
貝

一
0
、

0
0
0
円
の

年
会
費
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創

意
工
夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を

行
う
。

⑥
本
会
は
会
報
を
発
行
し
、
会
報
を
通
じ
て
活

動
を
報
告
す
る
。

⑦
本
会
は
若
干
名
の
理
事
、
監
事
を
選
任
し
、

会
の
運
営
を
行
う
。

⑧
毎
年

一
回
総
会
を
開
き
、
事
業
お
よ
び
会
計

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を

F
A
R
A
H
O
U
S
E

(
〒
八

一
0
1
0
0
四

一
福
岡
市
中
央
区
大

名

一
丁
目

一
0
ー

ニ
五

上

村

第

ニ
ビ
ル
六

0
三
号

TEI
七
一
―
―
-
|
―
一
三
七
―
-
）
内
に
お
く
。
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